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ドキュメントのアクセシビリティについて
オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサ
イト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。
Oracle Supportへのアクセス
サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供してい
ます。詳細情報は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあ
るお客様は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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ドキュメントのフィードバック
このドキュメントに対するフィードバックを送るには、Oracle Help Centerトピックのページ
の下部にあるフィードバック・ボタンをクリックします。epmdoc_ww@oracle.comに電子メ
ールを送信することもできます。
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1
移行の使用

移行では、Narrative Reporting以外の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementサービス内のライフサイクル管理アクティビティを実行できます。
• ライフサイクル管理用の移行へのアクセス
• スナップショットについて
• アーティファクトとアプリケーションのバックアップ
• サービスへのアーカイブのアップロード
• 環境からのファイルおよびスナップショットのダウンロード
• スナップショットとアーカイブの削除
• エクスポート操作の繰返し
• スナップショットとアーカイブの名前変更
• インポート・オプションの設定
• スナップショットからのアーティファクトとアプリケーションのインポート
• アーティファクト変更履歴の表示
• 移行ステータス・レポートの生成

このガイドについて
移行は、次の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementサービスに適用され
ます。
• Account Reconciliation

• Planning

• Planningモジュール
• フリーフォーム
• Financial Consolidation and Close

• Tax Reporting

• Profitability and Cost Management

• Enterprise Profitability and Cost Management

• Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management

• Sales Planning

• Strategic Workforce Planning

移行の管理
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ライフサイクル管理用の移行へのアクセス
ホーム・ページのカードから「移行」にアクセスします。
移行は、テスト環境と本番環境で別々に使用できます。
移行にアクセスするには:

1. サービスにアクセスします。管理者用スタート・ガイドの Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境および Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management
環境へのアクセスを参照してください。

2. 次のステップを実行します:

• 「ツール」、「移行」の順にクリックします。
• Profitability and Cost Managementのみ: 「アプリケーション」、「移行」の順にクリ
ックします。

•  (ナビゲータ)、「移行」の順にクリックします。

スナップショットについて
毎日、環境の操作メンテナンス中に Oracleでは環境のコンテンツがバックアップされ、既存の
アーティファクト、設定データおよびデータ管理ステージング表データのメンテナンス・スナ
ップショットが作成されます。
その後、このスナップショットを使用して、コンテンツを別の環境に移行できます。メンテナ
ンス・スナップショットの詳細な説明は、管理者用スタート・ガイドのメンテナンス・スナッ
プショットの概要を参照してください。
また、サービス管理者は、任意の時点で環境の完全バックアップ・スナップショットまたはア
ーティファクトの増分バックアップ・スナップショットを作成できます。アーティファクトと
アプリケーションのバックアップを参照してください。
監査データおよびジョブ・コンソール・データは、Planning、Planningモジュールおよびフリ
ーフォームのアプリケーション・スナップションには含まれません監査データやジョブ・コン
ソール・データをターゲット環境にコピーする必要がある場合は、cloneEnvironment EPM自
動化コマンドまたは Cloud EPM環境のクローニングを使用します。
スナップショットの有効性
通常、スナップショットは、環境の前後の更新と互換性があります。たとえば、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementの 19.09更新のスナップショットは、19.08およ
び 19.10環境と互換性があり、これらの環境にインポートできます。

第 1章
ライフサイクル管理用の移行へのアクセス
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ノート
• Account Reconciliation、Narrative Reportingおよび Oracle Fusion Cloud

Enterprise Data Managementでは、ある月次更新から前回の月次更新へのスナッ
プショットの移行はサポートされていません(たとえば、本番環境の前にテスト環
境がアップグレードされたときに、そのウィンドウ中にテスト環境と本番環境の間
でスナップショットを移動する場合など)。同じ月次更新または次回の月次更新へ
の移行のみサポートされます。22.12より前のスナップショットは、Cloud EDM
でサポートされていません。

• 他のすべてのビジネス・プロセスは、ある月次更新から、前回または次回の月次更
新へのスナップショットの移行をサポートしています。

自己責任で、このスナップショットの互換性ガイダンスを無視して、古いスナップシ
ョットの環境へのインポートを試行できます。これは場合によっては機能する可能性
があります。移行ステータス・レポートを確認することで、移行が成功したことを検
証できます。オラクル社は、このアプローチをテストも認証もしていません。

スナップショットとファイル保持ポリシー
作成したファイルとスナップショットまたは環境にアップロードしたファイルとスナップショ
ットは、60日後に削除されます。日次メンテナンス・プロセスでは、環境をモニターして 60
日より古いスナップショットが自動的に削除されます。すべてのスナップショットの合計サイ
ズが 150GBを超えると、スナップショットの合計サイズが 150GB未満になるまで、過去 60
日間のスナップショットが古い順に削除されます。日次メンテナンスのスナップショットはサ
イズにかかわらず常に保存されます。メンテナンス・スナップショットが 150GBより大きい
場合、そのメンテナンス・スナップショットのみが保存され、他のスナップショットはすべて
削除されます。
Data Managementプロセス・ログ・ファイルの保存期間は 7日間のみです。保持する必要のあ
るファイルはローカル・マシンに定期的にダウンロードすることをお薦めします。
スナップショットの XMLファイルについて
Cloud EPMスナップショットに含まれる XMLファイルでは、オラクルが定義した専用の書式
が使用されます。この書式は、Cloud EPMのリリース間で発生する変更に応じて変更されるこ
とがあります。使用するカスタム・プロセスまたはユーティリティで、Cloud EPMのリリース
間で XML書式の変更がないという想定をしないでください。
手動によるスナップショットの変更
スナップショットに加える変更は、スナップショットを生成する前にアプリケーションに加え
る必要があります。アーティファクトを更新するためにスナップショットの XMLファイルを
変更しないでください。スナップショットの XMLファイルを手動で更新すると、インポートが
失敗する場合があります。インポートが機能しても、アプリケーションが正しく実行されない
場合があります。
オラクル社は、スナップショットの XMLファイルの手動による変更はサポートしていません。
変更日を調べる方法
「移行」の「スナップショット」タブを使用して、使用可能なスナップショットのサイズと最終
変更日時を識別します。
 

第 1章
スナップショットについて
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最終変更時刻は、「ユーザー・プリファレンス」で指定したタイム・ゾーンに基づいて表示され
ます。設定されていない場合、最終変更時刻はブラウザのタイム・ゾーンに基づいて表示され
ます。
スナップショット・サイズと最終変更時刻を表示するには:

1. 「移行」にアクセスします(ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照)。
2. 「スナップショット」をクリックします。

アーティファクトとアプリケーションのバックアッ
プ

2種類のスナップショット(バックアップとエクスポート)を作成できます。
次も参照:

• アプリケーションのバックアップ
• アーティファクトのエクスポート

アプリケーションのバックアップ
バックアップを使用して、環境のクローニングに使用可能なスナップショットを作成し、たと
えば、本番インスタンスからテスト・インスタンスにアプリケーションを移行してトラブルシ
ューティングや追加の開発作業を行います。
環境をバックアップする場合、アプリケーションをそのすべてのデータおよびアーティファク
トとともにエクスポートすることで、日次メンテナンス・スナップショットに似た環境全体の
スナップショットを作成します。バックアップには、ドキュメント・リポジトリ、コア(以前の
Planning)、Data Management、Calculation Manager、およびグループとメンバーシップに属
するアーティファクトが含まれます。コアのアーティファクトには、現在のアプリケーション
に必要なリレーショナル・データと Essbaseデータ、グローバル・アーティファクトとセキュ
リティ・アーティファクト、構成とプラン・タイプ・アーティファクトなどが含まれます。こ
れらのカテゴリに属するアーティファクトの可用性は、現在の環境内のアプリケーションによ
って管理されます。
Essbaseデータのバックアップ
Oracle Essbaseデータのバックアップは、Essbaseの停止により実行されます(コールド・バ
ックアップ)。潜在的なデータ破損を防ぐために、Essbase データのバックアップを開始する前
に、ASOおよび BSOキューブを変更するすべてのプロセス (連結、再構築など)を停止します。

第 1章
アーティファクトとアプリケーションのバックアップ
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Planningのバックアップのみ
バックアップ・プロセスにより、集約ストレージ(ASO)キューブで有効になっているメンバー・
ドリブン・スマート・リスト(ある場合)に関連付けられたデータがエクスポートされます。
ASO、キューブ設計およびデータ量に対して有効な該当メンバー数によっては、データをエク
スポートするために生成された MDX問合せに、深さのあるクロス結合セクションが含まれる
場合があり、これが原因でメモリー割当てエラーによりバックアップ・プロセスが失敗する可
能性があります。
常に日次メンテナンス・スナップショットを使用して Planning環境を復元してください。
エンタープライズ仕訳のバックアップ
テスト環境から本番環境に移行するときは、次のものを含めないでください:

• JOURNAL_ID (「エンタープライズ仕訳」、「ディメンション」、JOURNAL_IDの順に選択し
てアクセスします)。

• 収集間隔データ(「エンタープライズ仕訳」、「収集間隔」データの順に選択してアクセスし
ます)。

ただし、ソース・アプリケーションでチームを定義している場合は、チーム・データを含める
必要があります(「クローズ・タスク」、「チーム」を選択してアクセスします)。
データ管理のバックアップ
データ管理の LCMモード設定により、サービス管理者は、ステージング表(ワークベンチ)デー
タのバックアップおよびエクスポートを制御できます。LCMモードの設定によっては、データ
のエクスポート・プロセスに時間がかかる場合があり、このとき、システムはメンテナンス・
モードになります。
1. ステージング表データを移行する前に、ベースライン・スナップショットを作成します。
ベースライン・スナップショットは、増分スナップショットにデータを追加するオプショ
ンを選択するために必要です。
ベースライン・スナップショットを作成するには、データ管理で、「スナップショット・タ
イプ」値として「すべて」を選択します。

2. デフォルトのエクスポート設定を使用して作成される増分スナップショットには、ステー
ジング表データは含まれません。このデータをエクスポートおよびインポートするには、
必要なエクスポート設定をデータ管理で指定します。具体的には、「LCMモード」オプシ
ョンの値として単一スナップショット - 設定およびデータを選択します。

詳細な手順は、データ管理の管理で次のソースを参照してください:

• ライフサイクル(LCM)スナップショット・モードの使用
• スナップショット・エクスポート・ジョブの実行
Cloud EDMのバックアップ
このアプリケーションは、バックアップ・スナップショットを作成すると、メンテナンス・モ
ードになります。
トラブルシューティング
オペレーション・ガイドのインポート、エクスポートおよびバックアップ・エラーの解決を参
照してください。

第 1章
アーティファクトとアプリケーションのバックアップ
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アーティファクトのエクスポート
エクスポートを使用して、環境内の特定のアーティファクトの増分バックアップを作成します。
通常は、増分スナップショットを使用して、別の環境の更新に使用可能なバックアップを作成
します。
例:

• テスト環境でテスト済のアーティファクトをエクスポートして中間スナップショットを作
成し、これを本番環境にインポートできます。同様に、ある環境の Essbaseデータをエク
スポートし、そのデータを別の環境にインポートできます。

• 環境で作成済のグループをエクスポートして、別の環境に同一のグループを作成します。
エクスポートするグループを選択するには、「カテゴリ」で「グループとメンバーシップ」、
「ネイティブ・ディレクトリ」の順に展開し、「グループ」を選択します。

Note

移行では、アプリケーション監査レコードのエクスポートおよびインポートはサポー
トされていません。監査レコードをエクスポートする必要がある場合、ビジネス・プ
ロセスの監査機能を使用して、監査データのエクスポートを使用可能にします。詳細
は、ビジネス・プロセスの管理ガイドを参照してください。

スナップショットを作成するには:

1. 「移行」にアクセスし(ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照)、次のいずれかの
ステップを完了します。サービス管理者として、または「移行 - 管理」アプリケーション
役割を持つユーザーとしてサインインできます。

2. アプリケーションをバックアップするには:

a. 「バックアップ」をクリックします。
b. 「バックアップ」に宛先フォルダ名を入力します。デフォルトで、アプリケーションの
完全スナップショットは Backup Date (例: Backup 18-05-14)フォルダにエクスポート
されます(フォルダ名は変更可能)。
フォルダ名に、ネイティブ・オペレーティング・システムでサポートされていない文
字を入力しないでください。たとえば、Windowsではフォルダ名にコロンを使用でき
ません。
操作の進捗が示される移行ステータス・レポートが表示されます。

c. 「リフレッシュ」をクリックすると、進捗をモニターする移行ステータス・レポートが
更新されます。「閉じる」をクリックすると終了します。
バックアップがなんらかの理由で失敗すると、レポートにはステータスとして「失敗」
と表示されます。「失敗」をクリックすると「移行詳細」画面が開かれ、バックアッ
プ・プロセスが失敗した理由と修正処理が示されます。バックアップの失敗の原因と
なったエラーを修正した後で、再度操作を試行できます。
バックアップを含むフォルダが、「スナップショット」にリストされます。

3. 選択したアプリケーションのアーティファクトを環境からエクスポートするには:

a. 「カテゴリ」で、エクスポートするアーティファクトを選択します。
• コンポーネントのすべてのアーティファクトをエクスポートするには、コンポーネ
ント名の横にあるチェック・ボックスを選択します。
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• コンポーネントの特定のアーティファクトをエクスポートするには、コンポーネン
ト名をクリックします。「アーティファクト・リスト」で使用可能なフォルダを開
き、エクスポートするアーティファクトを選択します。
アプリケーションのバックアップ操作中にのみ有効なアーティファクトがグレー
表示され、増分バックアップ中には選択できません。

b. オプション: (「選択済アーティファクト」)をクリックして、エクスポート用に選択
したアーティファクトのリストを確認します。

c. 「エクスポート」をクリックします。
d. 「エクスポート」で「OK」をクリックします。
デフォルトで、増分エクスポート・スナップショットは USER_NAME Date (例:
john.doe@oracle.com 18-05-14 )フォルダにエクスポートされます(フォルダ名は変更
可能)。フォルダ名に、ネイティブ・オペレーティング・システムでサポートされてい
ない文字を入力しないでください。たとえば、Windowsではフォルダ名にコロンを使
用できません。
操作の進捗が示される移行ステータス・レポートが表示されます。

e. 「リフレッシュ」をクリックすると、進捗をモニターする移行ステータス・レポートが
更新されます。「閉じる」をクリックすると終了します。
エクスポートが何らかの理由で失敗すると、レポートにはステータスとして「失敗」
と表示されます。「失敗」をクリックすると「移行詳細」画面が開かれ、エクスポート
が失敗した理由と修正処理が示されます。エクスポートの失敗の原因となったエラー
を修正した後で、再度エクスポート操作を試行できます。
エクスポートされたアーティファクトを含むフォルダが、「スナップショット」にリス
トされます。

重要な考慮事項
Enterprise Profitability and Cost Managementの場合:

完全バックアップ・モードで実行される移行エクスポートでは、各 POVの最新の計算実行の
詳細のエクスポートに加えて、過去 7日以内に失敗した計算実行も含まれます。これには、「完
了」または「警告ありで完了」以外のステータスの過去 1週間の実行が含まれます。
トラブルシューティング
オペレーション・ガイドのインポート、エクスポートおよびバックアップ・エラーの解決を参
照してください。

サービスへのアーカイブのアップロード
アーティファクト、データおよびメタデータを環境にインポートするには、これらのデータの
アーカイブを事前にその環境にアップロードしておく必要があります。
このオプションを使用して、ZIPファイル(データ、メタデータ、ルール定義、ディメンション
定義、マップされたトランザクション、バックアップ・スナップショットなどを含む)をローカ
ル・コンピュータからサービスにアップロードします。同じ名前のファイルがサービスにすで
に存在する場合は、ZIPファイルをアップロードできません。
Webインタフェース(たとえば、移行)を使用する場合は、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementによって、次のアップロード・ファイル・サイズの制限が適用され
ます:

• スナップショットの最大アップロード・サイズは 2 GB
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• ファイルの最大アップロード・サイズは 500 MB

これらの制限を超えるファイルをアップロードする場合は、uploadFile EPM自動化コマンドの
使用を検討してください。

ノート
サービスにアップロードするアーカイブは 60日間保存され、それ以後は自動的に削除
されます。

アーカイブをサービスにアップロードするには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「スナップショット」、「アップロード」の順にクリックします。
3. 「参照」をクリックし、サービスにアップロードする ZIPファイルを選択して「アップロー
ド」をクリックします。

4. 「OK」をクリックします。

環境からのファイルおよびスナップショットのダウ
ンロード

アーティファクトおよびデータのバックアップを保持するには、本番環境およびテスト環境か
らスナップショットをダウンロードする必要があります。Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境からダウンロードできるファイルのサイズに制限はありませ
ん。
ファイルをサービスからローカル・コンピュータにダウンロードするには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「スナップショット」をクリックします。
3. ダウンロードするスナップショットまたはファイルを選択し、 (アクション)をクリック
してから「ダウンロード」を選択します。
日次メンテナンス時など、現在のスナップショットの生成またはアーカイブの処理中であ
る環境をクローニングしようとすると、「ファイルが見つかりません」エラーを受け取ります。

4. 画面の指示に従って、ファイルを保存するか開きます。

スナップショットとアーカイブの削除
作成したスナップショットを環境から削除する前に、必ずそのスナップショットをローカル・
コンピュータにダウンロードしてください。

注意
日次メンテナンス・スナップショットは削除しないでください。
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スナップショットまたはアーカイブをサービスから削除するには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「スナップショット」をクリックします。
3. 削除するスナップショットまたはアーカイブを選択します。
4. (「アクション」)をクリックして「削除」を選択します。
5. 「OK」をクリックします。

エクスポート操作の繰返し
前のエクスポート操作を繰り返して、新規スナップショットを生成できます。エクスポート操
作を繰り返す場合、前にエクスポート操作で使用した設定が再利用されます。
エクスポート操作を繰り返すには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「スナップショット」をクリックします。
3. 前にサービスからエクスポートしたスナップショットを選択します。
スナップショットのエクスポートに使用した設定が、エクスポート操作に使用されます。

4. (「アクション」)をクリックして「エクスポートの繰返し」を選択します。
5. 「エクスポートの繰返し」で、エクスポート・フォルダの名前を変更してから「OK」をク
リックします。
操作の進捗が示される移行ステータス・レポートが表示されます。

6. 「リフレッシュ」をクリックすると、進捗をモニターする移行ステータス・レポートが更新
されます。「閉じる」をクリックすると終了します。
エクスポートが何らかの理由で失敗すると、レポートにはステータスとして「失敗」と表
示されます。「失敗」をクリックすると「移行詳細」画面が開かれ、エクスポートが失敗し
た理由と修正処理が示されます。エクスポートの失敗の原因となったエラーを修正した後
で、再度エクスポート操作を試行できます。
エクスポートされたアーティファクトを含むフォルダが、「スナップショット」にリストさ
れます。

スナップショットとアーカイブの名前変更
名前の不一致を解決するには、アーカイブまたはスナップショットの名前を変更します。たと
えば、Planningジョブで使用されているファイル名と一致するようにアーカイブの名前を変更
できます。
スナップショットとファイルの名前を変更するには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「スナップショット」をクリックします。
3. 名前を変更するスナップショットまたはアーカイブを選択します。
4. (「アクション」)をクリックして「名前変更」を選択します。
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5. 必要な変更を行い、「OK」をクリックします。
6. 「OK」をクリックします。

インポート・オプションの設定
インポート・オプションでは、アップロードしたファイルおよびスナップショットからデータ
を環境にインポートする条件を指定します。
データをインポートするためのデフォルト動作:

• 移行では、インポート中に宛先の場所でのターゲット・ディメンション・メンバーの検証
を常にスキップします。

• 移行では、最大エラーしきい値として 100を使用します。
インポート・オプションを設定するには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「スナップショット」、 (「移行オプション」)の順にクリックします。
3. グループおよびメンバーシップ情報をインポートする方法を指定します。使用可能なオプ
ションは次のとおりです:

• 作成または更新
「アクセス制御」で新規グループを追加するか、既存のグループのグループ・メンバー
シップを更新します。また、アプリケーションの役割をユーザーおよびグループに割
当または割当解除します。

• 作成
新規グループを追加します。既存のグループに対する変更はインポートされません。
また、アプリケーションの役割をユーザーおよびグループに割り当てます。

• 更新
インポート・ファイルの情報に基づいて既存のグループを変更します。新規グループ
は追加されません。また、アプリケーションの役割をユーザーおよびグループに割当
または割当解除します。

• 削除
インポート・ファイルにある既存のグループを削除します。また、アプリケーション
の役割をユーザーおよびグループから割当解除します。

4. 完了したら、「保存して閉じる」をクリックします。

スナップショットからのアーティファクトとアプリ
ケーションのインポート

スナップショットをインポートして、別の環境のクローンを作成するか、別の環境からアーテ
ィファクトを移行できます。
この処理を開始するには、ターゲット環境にインポートするバックアップまたは増分スナップ
ショットを事前にアップロードしておく必要があります。インポート操作の進行中に環境内で
ジョブを実行しないでください。基礎となるデータやメタデータがインポート操作に影響され
ることがあるため、ジョブが不正確な結果に終わる可能性があります。
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スナップショットおよびファイルをアップロードする方法
• 移行を使用してスナップショットをソース環境からダウンロードし、ターゲット環境にア
ップロードします。環境からのファイルおよびスナップショットのダウンロードおよびサ
ービスへのアーカイブのアップロードを参照してください。

• downloadFileおよび uploadFile EPM自動化コマンドを使用します。
• copySnapshotFromInstance EPM自動化コマンドを使用して、別の環境からスナップショ
ットをコピーします。

重要な考慮事項
• 次に示す例外を除き、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementは、月次
更新が相互に 1か月以内である場合、ソース・スナップショットからターゲット環境への
インポートをサポートします。たとえば、ソース環境が 24.08の更新である場合、ターゲ
ット環境は 24.07または 24.09の更新のいずれかになります。
例外:

– 戦略モデリング: インポートは、両方の環境が完全に同じ更新である場合にのみ許可さ
れます。たとえば、ソース環境が 24.08の更新である場合、ターゲット環境も 24.08
である必要があります。

– Account Reconciliationおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Management: インポートは、ターゲット環境がソース環境と同じ月次更新または次の
更新である場合に許可されます。たとえば、ソース環境が 24.08の更新である場合、
ターゲット環境は 24.08または 24.09のいずれかになります。

インポート・プロセスでは、プロセスで使用されるスナップショットに環境の現行バージ
ョンとの互換性がない場合に、次の警告が表示されます。
EPMLCM-26000: このスナップショットは、この更新と互換性のない EPM Cloudバージ
ョン VERSION_NUMBERのものであり、インポート・エラーになる可能性があります。
Account Reconciliationおよび Cloud EDMのスナップショット以外で、互換性がないスナ
ップショットをアップグレードして、環境の現行バージョンとの互換性を確保できます。
EPM自動化の操作の監査用の古い Cloud EPM環境の再作成を参照してください。

• LCMインポートを実行した後は、LCMインポートが完了した後にサインオフして、再度サ
インインすることをお薦めします。

• インポート操作を開始すると、Cloud EPMで移行ステータス・レポートが表示されます。
「リフレッシュ」をクリックすると、定期的にレポートが更新され、進捗がモニターされま
す。
インポートがなんらかの理由で失敗すると、移行ステータス・レポートにはステータスと
して「失敗」と表示されます。ステータスをクリックすると「移行詳細」画面が開かれ、
インポートが失敗した理由と必要な修正処理が示されます。

• 移行では、アプリケーション監査レコードのインポートはサポートされていません。
• ユーザーをインポートせず、ソース・スナップショット内のユーザーがターゲット環境で
事前定義済役割を持っていない場合、次のエラーが表示されます:

EPMIE-00070: 割り当てられた役割のインポート中にユーザーが見つかりませんでした。
• データ管理の場合: スナップショットにステージング・データが含まれている場合は、イン
ポート・プロセスに時間がかかる場合があります。

• Cloud EDMの場合: アーティファクトおよびスナップショットをインポートすると、シス
テムは移行モードになります。
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Essbaseデータのインポートの考慮事項
Planningおよび Financial Consolidation and Closeアプリケーションでは、移行を使用した
Oracle Essbaseデータの増分ロードは許可されていません。かわりに、完全なスナップショッ
トをインポートする必要があります。Essbaseデータのみをインポートしようとすると、
「Essbaseデータのインポートはアプリケーションの作成中にのみサポートされています。」と
いう警告が生成されます。
Essbaseデータをインポートするには、次のいずれかの方法を使用します:

• アウトライン・ロード・ユーティリティを使用して、エクスポート・ファイルからデータ
をロードします。手順は、『Planningの管理』のデータのインポートとエクスポートを参照
してください

• アプリケーションを再作成し、移行を使用してスナップショットをインポートします。手
順は、『EPM自動化の操作』ガイドの recreateコマンドを参照してください

トラブルシューティング
オペレーション・ガイドのインポート、エクスポートおよびバックアップ・エラーの解決を参
照してください。
別の環境のクローンを作成するためのバックアップのインポート
バックアップ・スナップショット(デフォルトの名前は Backup Date)をインポートして、別の
環境のクローンを作成します。
すでにアプリケーションが存在する環境にバックアップ・スナップショットをインポートしな
いでください。既存のアプリケーションがある環境にバックアップ・スナップショットをイン
ポートする場合は、最初に recreate EPM自動化コマンドを実行して、現在の環境をクリーン
状態に復元してからバックアップ・スナップショットをインポートしてください。
バックアップをインポートして別の環境のクローンを作成するには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。サービス管理者として、または「移行 - 管理」アプリケーション役割を持つユーザー
としてサインインできます。

2. 「スナップショット」をクリックします。
3. インポートするバックアップ・スナップショットの横にある (「アクション」)をクリック
してから「インポート」を選択します。

4. 「インポート」で「OK」をクリックします。
インポートの進捗をモニターできる移行ステータス・レポートが開きます。レポートを頻
繁にリフレッシュして、操作がエラーなしで完了したことを確認します。

環境へのアーティファクトのインポート
特定のアーティファクトをバックアップ・スナップショットまたは増分スナップショットから
インポートし、環境間でアーティファクトを移行します。たとえば、テスト済のアーティファ
クトのスナップショットをテスト環境から本番環境にインポートできます。同様に、Essbase
データとアーティファクトを、別の環境からエクスポートして作成した増分スナップショット
からインポートできます。
一部のアーティファクトのインポートは、環境に指定されたインポート設定によって管理され
ます。インポート・オプションの設定を参照してください。
アーティファクトをインポートするには :
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1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。
サービス管理者として、または「移行 - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーとし
てサインインできます。

2. 「スナップショット」をクリックします。
3. インポートするアーティファクトが格納されているスナップショットを展開します。
4. インポートするアーティファクトを選択します。

• 特定のコンポーネントのすべてのアーティファクトをインポートするには :

a. スナップショットを展開して、コンポーネント名をクリックします。たとえば、
HP–Vision,をクリックして、スナップショットに含まれる Visionサンプル・アプ
リケーションのアーティファクトのリストにアクセスします。

b. 「すべて選択」をクリックします。
c. 「インポート」をクリックします。

• コンポーネントの特定のアーティファクトをインポートするには :

a. スナップショットを展開して、コンポーネント名をクリックします。たとえば、
HP–Visionをクリックして、スナップショットに含まれる Visionサンプル・アプ
リケーションのアーティファクトのリストにアクセスします。

b. 「アーティファクト・リスト」で使用可能なアーティファクトのリストを展開して、
インポートするアーティファクトを選択します。

c. オプション: (「選択済アーティファクト」)をクリックして、インポート用に選択
したアーティファクトのリストを確認します。

d. 「インポート」をクリックします。
5. 「OK」をクリックして、インポート操作を開始することを確認します。
移行ステータス・レポートが開きます。このレポートを使用して、操作の進捗をモニター
します。
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2
レポートの生成

移行には、移行ステータス・レポート、変更されたアーティファクト・レポートおよびアーテ
ィファクト更新レポートが用意されています。
これらのレポートは、移行でユーザーの操作を管理するのに役立ちます。
• 移行ステータス・レポートの生成
• アーティファクト変更履歴の表示
• アーティファクト更新レポートの生成

移行ステータス・レポートの生成
移行ステータス・レポートには、サービス・インスタンスで実行されたアーティファクトの移
行に関する情報が含まれます。各移行について、このレポートには、移行を実行したユーザー、
ソース、宛先、開始時間、完了時間、継続時間、ステータスなどの情報が示されます。
レポートで示された開始時間および完了時間は、ブラウザのタイム・ゾーンに基づく現在時刻
を反映します。
失敗した移行の場合、ステータスをクリックすることで、ソースおよび宛先のアプリケーショ
ン、アーティファクト・パス、アーティファクト名、および移行の失敗の原因となるエラーな
どの情報を表示できます。

ノート
• 履歴移行ステータス・データは 30日後に削除されます。
• recreate EPM自動化コマンドを使用して環境を再作成した場合、移行ステータ
ス・レポートに過去の移行に関する情報は含められません。

移行ステータス・レポートを表示するには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「レポート」、「移行ステータス」の順にクリックします。
レポートが自動的に生成され、過去 30日間に実行された移行をすべて表示します。

3. レポートを再生成するには、「リフレッシュ」をクリックします。
4. レポートを閉じるには「閉じる」をクリックします。
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アーティファクト変更履歴の表示
変更履歴レポートを使用して、元のスナップショットの作成後に変更されたアーティファクト
を識別します。変更されたアーティファクトの識別は、新規スナップショットを作成して、ア
ーティファクトに加えられた変更をバックアップする際に役立ちます。
サービスではこのレポートを自動的に生成して、すべてのユーザーによって変更されたすべて
のアーティファクトをリストします。レポートを再生成して、特定のアーティファクトのみ、
または特定のユーザーが変更したアーティファクトのみをリストできます。
変更履歴レポートを表示するには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「スナップショット」をクリックして、スナップショットを選択します。
3.  (アクション)をクリックして、「変更履歴」を選択します。
変更履歴レポートが表示されます。

4. オプション: 必要に応じて、レポートをフィルタします。
• 「アーティファクト名」に名前を入力して、特定のアーティファクトのレポートを表示
します。

• 「変更者」にユーザー名を入力して、特定のユーザーが変更したアーティファクトをリ
ストするレポートを生成します。

5. オプション l: アーティファクトをエクスポートします。
a. エクスポートするアーティファクトを選択します。

• レポートにリストされたすべてのアーティファクトを含むスナップショットを作
成するには、「すべて選択」をクリックします。

• 特定のアーティファクトを含むスナップショットを作成するには、スナップショッ
トに含めるアーティファクトごとに、アプリケーション名の横のチェック・ボック
スを選択します。

b. 「エクスポート」をクリックします。
c. 一意のスナップショット名を入力し、「OK」をクリックします。
移行ステータス・レポートをレビューして、エクスポートがエラーなしで完了したこ
とを確認します。

d. 「閉じる」をクリックすると移行ステータス・レポートが終了します。

アーティファクト更新レポートの生成
アーティファクト更新レポートには、アーティファクトの場所、属するアプリケーション、ア
ーティファクト・タイプなどの情報が含まれます。
アーティファクト更新レポートには、更新されたアーティファクトに関する次の情報が含まれ
ます。
• アーティファクトが属するアプリケーション
• アーティファクト名
• アーティファクト・タイプ
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• アーティファクトを変更したユーザーの名前
• アーティファクトが変更された日付
• アーティファクトの場所
このレポートは、サービスのすべてのコンポーネントまたは選択したコンポーネントについて
生成できます。
アーティファクト更新レポートを生成するには:

1. 「移行」にアクセスします。ライフサイクル管理用の移行へのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「レポート」、「アーティファクト更新」の順にクリックします。
3. レポート設定の指定:

a. オプション: 「アーティファクト名」に、レポートを生成するアーティファクトの名前
(例: 通貨)を入力します。すべてのアーティファクトについてレポートするには、* (ア
スタリスク)を使用します。

b. オプション: 「アーティファクト・タイプ」に、レポートを生成するアーティファク
ト・タイプ(例: 通貨ディメンション)を入力します。すべてのアーティファクト・タイ
プについてレポートするには、* (アスタリスク)を使用します。

c. オプション: 「変更者」にレポートを生成するユーザーの名前を入力します。すべての
ユーザーについてレポートするには、* (アスタリスク)を使用します。

d. レポートを生成する期間を指定します。
e. レポートを生成するコンポーネントを選択します。

4. 「レポートの実行」をクリックします。
「アーティファクト更新レポートの詳細」が表示されます。レポートの内容に満足できない
場合は、「戻る」をクリックしてレポート・パラメータを修正してから、レポートを再生成
します。

5. レポートで行う操作を選択します。
• 「アクション」、「エクスポート」の順にクリックして、レポートをファイルに保存しま
す。

• 「アクション」、 「CSVにエクスポート」の順にクリックして、レポートをカンマ区切
り値(CSV)ファイルにエクスポートします。

• 「アクション」、 「印刷プレビュー」の順にクリックして、レポートをプレビューしま
す。

6. 「閉じる」をクリックするとレポートが終了します。
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3
Cloud EPM環境のクローニング

環境のクローニング機能は、Narrative Reportingを含むビジネス・プロセス環境をクローニン
グする画面ベースの方法を提供します。
次のタイプのレコードをクローニングできます:

• ユーザー役割と事前定義済役割(アイデンティティ・ドメイン・アーティファクト )

• データ管理(オプション) - Account Reconciliation、Enterprise Profitability and Cost
Management、Financial Consolidation and Close、フリーフォーム、Planning、Profitability
and Cost Managementおよび Tax Reporting

• アプリケーション監査(オプション) - Enterprise Profitability and Cost Management、フリー
フォームおよび Planning

• ジョブ・コンソール(オプション) - Enterprise Profitability and Cost Management、Financial
Consolidation and Close、フリーフォーム、Planningおよび Tax Reporting

• 保管されたスナップショットとファイル(受信ボックスと送信ボックスのコンテンツおよ
び保管されたスナップショット)

• 日次メンテナンス開始時間
• アプリケーション・プロパティ(オプション) - Account Reconciliationのみ
このクローニング方法は、cloneEnvironment EPM自動化コマンドを使用するかわりの方法と
なります。
サポートされているクローニング・シナリオ
環境のクローニングは、次のような移行シナリオで特に役立ちます:

• 障害回復のためのプライマリ環境からスタンバイ環境へのクローニング
• 本番環境からテスト環境へのクローニング
• テスト環境から本番環境へのクローニング
サポートされていないクローニング・シナリオ
• Account Reconciliation、Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementおよび

Narrative Reportingでは、前回の月次更新の環境への環境のクローニングはサポートされ
ません。

• Planningに、カスタム期間メンバーによって置換された、名前が変更されたシード済期間
メンバーが含まれている場合、クローニングが失敗することがあります。たとえば、シー
ド済の YearTotal期間メンバーの名前を unused_YearTotalに変更し、元のシード済名
(YearTotalなど)を持つ代替タイプの期間メンバーを追加すると、クローニングが失敗する
可能性があります。

クローニングできるスナップショット
このクローニング・プロセスでは、最後の日次メンテナンス中に作成された Artifact Snapshot

という現在のスナップショットが使用されます。
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最後の日次メンテナンスの後に環境に加えた変更をクローニングしたスナップショットに反映
させる場合は、runDailyMaintenance EPM自動化コマンドを実行して、Artifact Snapshotを
再生成します。
日次メンテナンス時など、現在スナップショットを生成またはアーカイブしている環境をクロ
ーニングしようとすると、「ファイルが見つかりません」というエラーが発生します。
トラブルシューティング
Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの環境のクローニ
ングの問題の解決を参照してください。

環境のクローニング前に実行するタスク
環境をクローニングする場合、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementは、
ターゲット環境に現在のアプリケーションの正確なコピーを作成するために必要なすべてのア
クションを自動的に完了します。このプロセスを開始する前に、ターゲット環境を準備します:

• ターゲット環境の最新のバックアップ・スナップショットの作成およびアーカイブ。
クローニングでは、ターゲット環境の既存のスナップショットまたは受信ボックスおよび
送信ボックス内のファイルは削除されません。Artifact Snapshotがターゲット環境に存
在する場合、クローニングにより、その名前が Artifact Snapshot_DATE_TIMEに変更され
ます(例: Artifact Snapshot_2021_04_30_17:06:06)。

• クローニングは、ソース環境およびターゲット環境のスケジュール済の日次メンテナンス
の後に開始します。クローニングの進行中にソース環境の日次メンテナンスが開始される
と、クローニング・プロセスは終了します。日次メンテナンスの開始時間にクローニング
が進行中の場合でも、ターゲット環境のクローニング・プロセスは影響を受けません。こ
のシナリオでは、日次メンテナンスはクローニングの完了後に実行されます。
環境のクローニングに時間がかかる場合は、ソース環境の日次メンテナンス開始時間を再
スケジュールして、クローニング・プロセスが終了しないようにします。日次メンテナン
ス開始時間のリセットの詳細は、次を参照してください:

– 管理者用スタート・ガイドの環境のメンテナンス開始時間の設定
– EPM自動化の操作の setDailyMaintenanceStartTime

– Oracle Fusion Cloud EPMの REST APIの日次メンテナンス・ウィンドウ時間の表示お
よび設定

環境をクローニングするためのステップ
環境をクローニングする場合は、ターゲット環境に指定されたユーザー・アカウントの事前定
義済役割に応じて、次のクローニング・オプションがあります:

Table 3-1    ターゲット環境の事前定義済役割のクローニング・オプション

事前定義済役割 使用可能なクローニングのオプション
サービス管理者 アプリケーション・アーティファクトをクローニングします。オプショ

ンで、データ管理レコード、監査データ、ジョブ・コンソール・レコー
ド、受信ボックスと送信ボックスのコンテンツおよび保存されたスナッ
プショットをクローニングします。ユーザーおよび事前定義済役割の割
当てはクローニングできません。
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Table 3-1    (Cont.) ターゲット環境の事前定義済役割のクローニング・オプション

事前定義済役割 使用可能なクローニングのオプション
サービス管理者およびアイデ
ンティティ・ドメイン管理者

アプリケーション・アーティファクトをクローニングします。オプショ
ンで、ユーザーとその事前定義済役割の割当て、データ管理レコード、
監査データ、ジョブ・コンソール・レコード、受信ボックスと送信ボッ
クスのコンテンツおよび保存されたスナップショットをクローニングし
ます。

前提条件
• ユーザーに多要素認証(MFA)が設定されていないことを確認します。クローニング環境は、
ターゲット環境の基本認可資格証明のみを取得します。

• シングル・サインオン(SSO) - ソース・ドメインでユーザーを認証するために SSOを設定
しており、別のドメインの環境にクローニングする場合は、ユーザーが SSOを使用してタ
ーゲット環境にログインできるように、ターゲット・ドメインで SSOを構成する必要があ
ります。管理者用スタート・ガイドのシングル・サインオンの構成を参照してください

ソース環境とターゲット環境の間の互換性
次に示す例外を除き、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementは、月次更新
が相互に 1か月以内であるかぎり、ソース環境とターゲット環境の間のクローニングをサポー
トします。たとえば、ソース環境が 24.08の更新である場合、ターゲット環境は 24.07、24.08
または 24.09になります。
例外:

• 戦略モデリング: クローニングは、両方の環境が完全に同じ月次更新である場合にのみ可能
です。たとえば、ソース環境が 24.08の更新である場合、ターゲット環境も 24.08である
必要があります。

• Account Reconciliationおよび Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management: ク
ローニングは、ターゲット環境がソース環境と同じ月次更新または次の月次更新である環
境間で許可されます。たとえば、ソース環境が 24.08の更新である場合、ターゲット環境
は 24.08または 24.09のいずれかになり、24.07ではありません。

構成ステップ
環境をクローニングするには:

1. クローニングする環境にサインインします。サービス管理者として、または「移行 - 管理」
アプリケーション役割を持つユーザーとしてサインインできます。

2. 次の手順を完了します。
• 「ツール」、「環境のクローニング」の順にクリックします。
• Profitability and Cost Managementのみ: 「アプリケーション」、「環境のクローニン
グ」の順にクリックします。
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3. 「ターゲット URL」で、クローニング先の環境となる環境の URLを入力します(例:
https://testExample-idDomain.pbcs.us1.oraclecloud.com)。

4. 「ユーザー名」に、サービス管理者(アイデンティティ・ドメイン管理者の事前定義済役割
も持っている場合がある)、または「移行 - 管理」アプリケーション役割(この役割には、必
要な権限が両方とも含まれている)を持つユーザーのユーザー名を入力します。

5. 「パスワード」で、「ユーザー名」に指定したユーザーのアイデンティティ・ドメイン・パ
スワードを入力します。

6. オプション: 「ユーザー役割と事前定義済役割」チェック・ボックスを選択し、ユーザーと
その事前定義済役割割当てをクローニングします。

Caution

• ターゲット環境で、ユーザーのログイン名を変更しないでください(たとえば、
ショート名 jdoeから電子メール ID john.doe@example.comへの変更)。変更
すると、既存のアクセス制御設定が無効になります。ソース環境とターゲット
環境でユーザーのログイン名が確実に同じになるようにするために、このオプ
ションを選択します。

• アイデンティティ・ドメイン管理者ではないユーザーが、このチェック・ボッ
クスを選択した後で環境をクローニングすると、ユーザーおよびその事前定義
済役割のインポートが失敗します。移行ステータス・レポートに、次のエラー
が記録されます: 外部ディレクトリ・アーティファクト<artifact_name>の
インポートに失敗しました。ユーザー<user_name>には、この操作を実行す
る権限はありません。ユーザーがこの操作を実行するには、アイデンティテ
ィ・ドメイン管理者役割が必要です。

重要な考慮事項:

• ユーザーをインポートせず、ソース・スナップショット内のユーザーがターゲット環
境で事前定義済役割を持っていない場合、次のエラーが表示されます:

EPMIE-00070: 割り当てられた役割のインポート中にユーザーが見つかりませんで
した。

• アイデンティティ・ドメイン管理者の役割のみが割り当てられたユーザーは、ターゲ
ット環境にクローニングされません。ソース環境でアイデンティティ・ドメイン管理
者の役割と事前定義済役割の組合せに割り当てられたユーザーはクローニングされま
すが、ターゲット環境ではそれぞれの事前定義済役割にのみ割り当てられます。これ
らのユーザーは、ターゲット環境ではアイデンティティ・ドメイン管理者の役割を持
ちません。
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• ソース環境で直接割当てではなく IDCSグループを使用してユーザーに事前定義済役
割が割り当てられている場合、IDCSグループはクローニングされませんが、クローニ
ングされたユーザーには、ターゲット環境でこれらの事前定義済役割が直接割り当て
られます。

• ユーザーの事前定義済役割に対する変更は、ソース・スナップショットで割り当てら
れている役割に基づいて更新されます。ただし、ソース・スナップショットの割当て
と一致させるためにターゲットの役割の割当てが削除されることはありません。たと
えば、jdoeがターゲット環境ではパワー・ユーザーという事前定義済役割に割り当て
られているが、ソース・スナップショットではユーザー役割のみを持っているとしま
す。この状況では、このコマンドによって、ターゲット環境で jdoeがユーザー役割に
割り当てられますが、パワー・ユーザーの役割の割当ては削除されません。

• このオプションでは、ターゲット環境に存在するユーザーは、ソース・スナップショ
ットに存在しなくても削除されません。たとえば、jdoeにはターゲット環境にアカウ
ントがありますが、ソース・スナップショットにはこのアカウントが存在しないとし
ます。この状況では、ターゲット環境の jdoeのアカウントは削除されません。

• このオプションでは、ターゲット環境に存在しないユーザーは追加されます。ターゲ
ット環境の現在のユーザー・プロパティは、ソース・スナップショットと異なる場合
でも更新されません。たとえば、ソース・スナップショットの jdoeの姓のスペルがタ
ーゲット環境で異なる場合、ターゲット環境では変更は加えられません。

• このコマンドでは、ターゲット環境の既存のユーザーのパスワードがソース・スナッ
プショットと異なる場合でも変更されません。

• ターゲット環境の新しいユーザーにはランダムなパスワードが割り当てられます。新
しいユーザーは、パスワードの変更を求めるアカウントのアクティブ化の電子メール
を受信します。

7. オプション: Cloud EDMおよび Narrative Reporting以外の環境のみ: データ管理レコー
ドをクローニングしない場合は、「データ管理」チェック・ボックスの選択を解除します。
ステージング表に非常に多数のレコードが含まれている場合は、データ管理レコードのク
ローニングに長時間かかることがあります。
データ管理レコードは、ソース環境とターゲット環境の両方が同じ月次更新の場合、また
はターゲット環境がソース環境よりも 1つ新しい更新である場合のみクローニングしま
す。たとえば、22.01のデータ管理レコードは、別の 22.01環境または 22.02環境のみにク
ローニングできます。

8. オプション: Planning、Planningモジュール、フリーフォーム、Financial Consolidation
and Close、Tax Reportingおよび Enterprise Profitability and Cost Managementのみ:
ジョブ・コンソール・レコードをクローニングしない場合は、「ジョブ・コンソール」チェ
ック・ボックスの選択を解除します。

9. オプション: Planning、Planningモジュール、フリーフォームおよび Enterprise
Profitability and Cost Managementのみ: アプリケーション監査レコードをクローニン
グしない場合は、「アプリケーション監査」チェック・ボックスの選択を解除します。

Note

Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのアプリケーション監査
データは、デフォルトでスナップショットに含まれます。

10. オプション: 受信ボックスと送信ボックスのコンテンツおよび保存されたスナップショッ
トをクローニングする場合は、保存されたスナップショットおよびファイル・チェック・
ボックスを選択します。このプロセスは、保存されたスナップショットの数とサイズ、お
よび受信ボックスと送信ボックス内のファイルの数とサイズによっては長時間かかる場合
があります。
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Note

環境のクローニングでは、受信ボックスと送信ボックスに直接保存されているファ
イルのみがクローニングされます。受信ボックスと送信ボックス内のサブフォル
ダのファイルはクローニングされません。たとえば、受信ボックスに file1.csvお
よび myfiles/file2.csvというファイルがある場合は、file1.csvのみがクローニング
されます。

11. オプション: ターゲット環境の現在のメンテナンス開始時間を保持するには、
「DailyMaintenanceStartTime」チェック・ボックスの選択を解除します。それ以外の場
合、メンテナンス開始時間は、スナップショットのクローニング元であるソース環境の開
始時間にリセットされます。

12. オプション: Account Reconciliationのみ: アプリケーション設定(電子メール通知のオン/
オフ設定、レッドウッド・エクスペリエンス・テーマ、ビジネス・プロセス名、ロゴ・イ
メージおよび背景イメージ)をクローニングします。ターゲット環境でその現在のアプリ
ケーション設定を保持するには、このチェック・ボックスの選択を解除します。

Note

他のすべてのアプリケーションでは、このチェック・ボックスは無効化(選択解除)
されています。

13.「クローン」をクリックすると、プロセスが開始されます。

環境のクローニング後に実行するタスク
ソース環境を今後使用しない場合は、クローニング・プロセスの完了後に、ソース環境に設定
された URL、スクリプト、ブックマークなどがクローニングされた環境でシームレスに機能す
ることを確認するために、いくつかのステップを実行する必要があります。
Cloud EPMユーザーへの環境の URLの通知
サービス管理者は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementユーザーに次の
ような環境の新しい URLを通知する必要があります:

• 環境にアクセスするための URL (管理者用スタート・ガイドのサンプルの Cloud EPM URL
を参照)。

• 環境へのパブリックおよびプライベートの Oracle Smart View for Office接続を確立するた
めの URL

EPM自動化スクリプトおよび REST APIスクリプトの変更
クローニングされた環境に対して実行する予定の EPM自動化スクリプトおよび REST APIス
クリプトを変更します。次の値を変更する必要があります:

• 環境の URL

• クローニングされた環境のパスワードが異なる場合はユーザーのパスワード。
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タスク・マネージャ、補足データ・マネージャおよびエンタープライズ仕訳カスタム・レポー
ト問合せのオプションでの更新
必要に応じて、クローニングされた環境で、タスク・マネージャ、補足データ・マネージャお
よびエンタープライズ仕訳カスタム・レポート問合せ(存在する場合)を更新します。この更新
は、タスク、仕訳、属性などのオブジェクトの内部 IDが移行中に変わる可能性があるため、必
要になる場合があります。この更新は、クローニングされた Planning、Planningモジュール、
Tax Reportingおよび Financial Consolidation and Close環境に対して必要になる場合がありま
す。

Note

Oracle管理の移行によって内部オブジェクト IDが変更されることはありません。

Smart Viewの URLの更新
パブリック接続とプライベート接続の Smart Viewの URLを変更して、クローニングされた環
境を指すようにします。接続 URLも必要に応じて更新します。次の情報ソースを参照してく
ださい。
• 管理者用スタート・ガイドの Smart View接続の URL構文
• Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドの接続 URLマッピングの管理についてお
よび接続 URLマッピングの更新

新しいバニティ URLの作成
ユーザーがバニティ URLを使用して環境に接続する場合は、新しいバニティ URLを作成する
か、既存のバニティ URLを更新して、クローニングされた環境の URLを指すようにします。
管理者用スタート・ガイドのバニティ URLの使用を参照してください。
ブックマークの変更
クローニングされた環境を指すようにブックマークを変更するようユーザーに通知します。
統合されたビジネス・プロセスの変更
統合されたビジネス・プロセス用に定義された接続を更新してナビゲーション・フローを変更
し、クローニングされた環境をナビゲーション・フローに統合します。

Note

統合されたビジネス・プロセス内の複数のインスタンスを新しいドメインに移動する
場合は、すべてのインスタンスが移行されるまで、インスタンス間のシングル・サイ
ンオン(SSO)は機能しません。

SSOの設定
ユーザーを認証するために SSOを設定していて、移行の結果、使用中のアイデンティティ・
ドメインが変更された場合は、SSOを再構成する必要があります。管理者用スタート・ガイド
のシングル・サインオンの構成を参照してください。
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Note

クローニング前の前提条件として SSOを再構成した場合は、SSOの再構成は必要あ
りません。

統合エージェントの再構成
統合エージェントの構成を更新して、クローニングされた環境が適切に統合されていることを
確認します。
他のサービスとの統合の更新
ソース環境が他のサービスと統合されていた場合は、統合設定を確認して、クローニングされ
た環境がそれらのサービスと適切に統合されていることを確認します。
IPアドレスの更新
次の場合は、新しい IPアドレスで構成を更新します:

• ソース Cloud EPM環境の IPアドレスを任意の場所で使用している場合(たとえば、許可さ
れた送信 IPアドレスとしてプロキシ構成に追加している場合)。
この場合は、nslookupまたは pingを使用してターゲット環境の IPアドレスを見つけ、更
新します。

• あるリージョンから別のリージョンに移行していて、他の環境(Fusion ERP環境など)の許
可リストにソース・リージョンのアウトバウンド IPアドレスを追加している場合。
この場合は、IPアドレスを新しいリージョンのアウトバウンド IPアドレスに変更します。
ご使用の環境の OCIリージョンのアウトバウンド IPアドレスを取得するには、オペレーシ
ョン・ガイドの Cloud EPMのデータ・センターおよびリージョンのアウトバウンド IPア
ドレスを参照してください。
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4
オンプレミス・アプリケーションの Cloud
EPMへの移行

この項の情報を使用して、オンプレミス Oracle Enterprise Performance Management System
アプリケーションを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境に移行し
ます。
• 前提条件とノート
• プロセス・フロー

– ステップ 1: セキュリティ・モデルの移行
– ステップ 2: オンプレミス・デプロイメントから Cloud EPMへのアーティファクトの移
行
* Planningから Planningへの移行
* Financial Consolidation and Closeへの Financial Managementの移行
* Account Reconciliationへの Financial Close Managementの移行
* Profitability and Cost Managementへのオンプレミスの Profitability and Cost

Managementの移行
* Strategic Modelingへの Strategic Financeの移行
* Cloud EDMへの Data Relationship Managementの移行

– FDMEEベースのアプリケーションの移行に関する考慮事項
現在の環境に移行できる Cloud EPMアプリケーション・スナップショットの詳細は、管理者用
スタート・ガイドの EPM Standard Cloud Serviceおよび EPM Enterprise Cloud Serviceに移行
可能なアプリケーション を参照してください。

前提条件とノート
Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケーションを Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management環境に移行する前に考慮が必要な要素を示しま
す。
• 一般的な前提条件
• デフォルト・アプリケーション・プロパティ
• 必要な役割
• サポートされていないアーティファクト
• サポートされていないモジュールおよびアプリケーション
• 予約語
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一般的な前提条件
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに移行する前に、オンプレミス・ア
プリケーションが安定していることを確認してください。
たとえば、Planningアプリケーションで無効なルールが使用されていたり、キューブ・リフレ
ッシュ・エラーがあってはなりません。

デフォルト・アプリケーション・プロパティ
オンプレミス環境でのデフォルト・アプリケーション・プロパティへの変更は無視されます。
インポート時にすべてのアプリケーション・プロパティはプリセット値にデフォルト設定され
ます。たとえば、ORACLE_ADF_UI、sync_on_logon、JDBC/OLAP min/max connectionsおよび
edit_dim_enabledです。

必要な役割
移行タスクを実行できるのは、管理者アクセス権限を持つユーザーのみです。
• Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでは、移行関連のすべての操作
について、実行するユーザーに「サービス管理者」事前定義済役割が必要です。
例外: Cloud EPMサービスをサポートするアイデンティティ・ドメインにユーザーを作成
できるのは、アイデンティティ・ドメイン管理者のみです。
管理者用スタート・ガイドの事前定義済役割の理解を参照してください。

• オンプレミス環境で、移行関連の操作を実行するユーザーには次の役割が必要です。
– Shared Services管理者
– 移行中のアプリケーションの管理者役割

• アプリケーションの移行先の Cloud EPM環境にアプリケーション(サンプル・アプリケー
ションを含む)およびデータがまだ含まれていない必要があります。

サポートされていないアーティファクト
一部のアーティファクトはオンプレミス環境から Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementに移行できません。
次の移行はサポートされていません。
• Shared Servicesのカスタム役割
• Oracle Hyperion Reporting and Analysisの注釈およびバッチ・ジョブ

ノート
Financial Reportsに対して定義された ACLは移行中に失われ、Planningで手動で
定義する必要があります。

• 「全般プリファレンス」など、Reporting and Analysisで保存されたプリファレンス
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• Essbaseグローバル代替変数
アプリケーションにグローバル代替変数がある場合、移行する前にアプリケーション固有
の変数に変換してください。代替変数エディタを開いて「アプリケーション」列の値を「す
べてのアプリケーション」から特定のアプリケーションに変更することで、このタスクを
Oracle Essbase Administration Servicesで実行します。

• Essbaseキューブのパーティション定義
• Essbase構成ファイルに指定されているカスタム設定(キューブのキャッシュ設定など)

• リンク・レポート・オブジェクト
• ホーム・ページなど、個人用ページとワークスペース・ページ
• Interactive ReportingドキュメントやWeb Analysisドキュメントなど、カスタム MIMEタ
イプのオブジェクトとサポートされなくなった MIMEタイプのオブジェクト

• Essbaseレポート・スクリプトやルール(RUL)のファイル
• 計算スクリプト

サポートされていないモジュールおよびアプリケーション
一部のオンプレミス・アプリケーション・モジュールは、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementに移行できません。
次のモジュールおよびアプリケーションは Cloud EPMに移行できません。
• Oracle Workforce Planning、Oracle Hyperion Capital Asset Planning、Oracle Project

Financial Planningおよび Oracle Hyperion Public Sector Planning and Budgetingなどの水
平プランニング・モジュール。これらのアプリケーションの Planningへの移行は、
Planningモジュール・キューブをそこから削除した場合でも、ビジネス・ルールおよびフ
ォームがキューブを網羅するため、失敗します。

• Oracle Hyperion EPM Architect対応の Planningアプリケーション。
• Enterprise Resource Planning Integrator

予約語
一部の語は Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementで予約語と見なされま
す。予約語(例: 操作、勘定科目タイプ、集約、説明など)がオンプレミス・アプリケーションで
使用されていないことを確認してください。
Planning

Planningアプリケーションを移行する前に、アプリケーション内のディメンション、属性およ
び別名が、Planningのディメンション・プロパティの内部使用のための予約語と競合しないこ
とを確認します。別名が予約語と競合する場合、Planningアプリケーションのインポートは失
敗する可能性があります。命名規則を参照してください。

プロセス・フロー
オンプレミス・アプリケーションの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
への移行には、セキュリティの移行とアプリケーションの移行という 2つの広範なステップを
伴います。
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セキュリティ・モデルの移行手順はすべての移行で同様です。アプリケーション・アーティフ
ァクトの移行ステップはアプリケーションによって異なるため、それぞれの移行シナリオにつ
いては別のセクションで説明します。
• ステップ 1: セキュリティ・モデルの移行
• ステップ 2: オンプレミス・デプロイメントから Cloud EPMへのアーティファクトの移行

– Planningから Planningへの移行
– Financial Consolidation and Closeへの Financial Managementの移行
– Account Reconciliationへの Financial Close Managementの移行
– Profitability and Cost Managementへのオンプレミスの Profitability and Cost

Managementの移行
– Enterprise Profitability and Cost Managementへのオンプレミスの管理元帳アプリケー
ションの移行

– Cloud EDMへの Data Relationship Managementの移行
• FDMEEベースのアプリケーションの移行に関する考慮事項

ステップ 1: セキュリティ・モデルの移行
セキュリティ・モデルの移行には、アイデンティティ・ドメイン・ユーザーの作成および役割
への割当てが伴います。アイデンティティ・ドメイン管理者が Oracle Identity Managementコ
ンソールを使用してユーザーを作成し、サービス管理者がユーザーをロールに割り当てます。
さらに、オンプレミス・アプリケーションでアプリケーション・アーティファクトへのアクセ
ス制御の付与の設定にグループが使用される場合、アクセス制御を使用して Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management環境でグループを作成する必要があります。
このセクションではオンプレミス・ユーザーを識別し、アイデンティティ・ドメインのユーザ
ー・アカウントを各ユーザーに作成して、事前定義済役割に割り当てる方法を説明します。

ノート
この項の情報は、次のオンプレミスから Cloud EPMへの移行に適用されます。
• Planningから Planning

• Oracle Hyperion Financial Managementから Financial Consolidation and Close

• Oracle Hyperion Financial Close Managementから Account Reconciliation

• Profitability and Cost Managementから Profitability and Cost Management

• Oracle Data Relationship Managementから Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Managementへの移行

オンプレミス・ユーザーおよびグループの識別
移行対象のオンプレミス・アプリケーションおよび関連コンポーネント(Shared Services、
Calculation Manager、FDM/Financial Data Quality Management, Enterprise Edition、Oracle
Hyperion Reporting and Analysisなど)へのアクセス権を持つユーザーを識別する、プロビジョ
ニング・レポートを生成することによって開始します。
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オンプレミス Oracle Enterprise Performance Management Systemのユーザーおよびグループ
を識別するには:

1. オンプレミス・デプロイメントで管理者としてログインします。
2. 「ナビゲート」、「管理」、「Shared Services Console」の順に選択します。
3. プロビジョニングされたユーザーを一覧表示するレポートを生成します。

 

 

a. 「管理」、「プロビジョニング・レポートの表示」の順に選択します。
b. 「すべて検索」で、「役割」を選択します。
c. 「対象」で、「ユーザー」を選択します。
d. 「有効な役割の表示」で、「はい」を選択します。
e. 「グループ化基準」で、「ユーザー」を選択します。
f. 「アプリケーション」で次のように選択します。

ノート
移行するアプリケーションをサポートしている Oracle Enterprise
Performance Management Systemのコンポーネントをすべて選択してくださ
い。

• Foundation: Shared Services

• Reporting and Analysis: Reporting and Analysis

• FDM: FDM Enterprise Editionおよび ERP Integrator (存在する場合)

• 移行するアプリケーション。たとえば、Planningアプリケーションを移行する場合
は、「Planning」を展開して、移行するアプリケーションを選択します。複数のア
プリケーションを選択しないでください。
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4. 「レポート作成」をクリックします。
5. 「CSVにエクスポート」をクリックして、レポートのカンマ区切り値(CSV)ファイルを作成
します。このレポートを安全なディレクトリに保存します。

セキュリティ・アップロード・ファイルの作成
リファレンスとして生成したプロビジョニング・レポートを使用して、ユーザー、グループお
よび役割のアップロード(CSV)ファイルを作成します(オンプレミス・ユーザーおよびグループ
の識別を参照)。セキュリティ・アップロード・ファイルによって、アイデンティティ・ドメイ
ンへのユーザーのバルク・ロード、事前定義済役割へのユーザーの割当て、アクセス制御での
グループの作成、および Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでのアク
セス権の割当てが容易になります。

ユーザー・アップロード・ファイルの作成
ユーザー・アップロード・ファイル(users.csvなど)を作成することで、オンプレミス・ユーザ
ーをアイデンティティ・ドメイン内にロードして Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementユーザーを作成します。
サービスへのアクセスを許可するユーザーを識別するために生成したプロビジョニング・レポ
ートを使用します。オンプレミス・アプリケーションのプロビジョニングされたすべてのユー
ザーを、アイデンティティ・ドメインのユーザーとして作成する必要があります。
2人のユーザーをロードするサンプル・ユーザー・アップロード・ファイルのコンテンツ:

First Name,Last Name,Email,User Login
John,Doe,john.doe@example.com,jdoe
Jane,Doe,jane.doe@example.com,jndoe@example.com

ノート
「User Login」はオプションです。ユーザー名として電子メール・アドレスを使用する
場合は除外できます。

ユーザー・アップロード・ファイルを作成するには:

1. テキスト・エディタを使用して CSVファイル(例: users.csv)を作成し、それを便利な場所
に格納します。ファイルを All Files (*.*)タイプとして保存してください。

2. ユーザー・アップロード・ファイルを編集します。
a. ファイル・ヘッダーとして次のように入力します。

First Name,Last Name,Email,User Login

b. ユーザーの詳細をユーザーごとに 1行、追加します。各エントリはカンマを使用して
区切ります。例:

John,Doe,john.doe@example.com,jdoe

第 4章
ステップ 1: セキュリティ・モデルの移行

移行の管理
F28934-22
Copyright © 2015, 2025, Oracle and/or its affiliates.

November 24, 2025
Page 6 of 35



ノート
電子メール・アドレスは一意である必要があります。

3. ユーザー・アップロード・ファイルを保存して閉じます。
グループ・アップロード・ファイルの作成

オンプレミス環境から、ネイティブ・ディレクトリのグループ情報をエクスポートして
Groups.csvファイルを作成します。
アプリケーションのアーティファクトへのアクセス権の付与に使用されるグループは、プロビ
ジョニング・レポートの「継承情報」列で識別されます。オンプレミス・ユーザーおよびグル
ープの識別を参照してください。この列の情報をガイドとして使用することで、Groups.csvを
編集して、オンプレミス環境でアーティファクトへのアクセス権の付与に使用されていないグ
ループを削除します。
生成された Groups.csvファイルには、オンプレミス環境でアーティファクトへのアクセス権
の付与に使用した外部ディレクトリのグループに関する情報が含まれていません。このグルー
プに関する情報を Groups.csv内に追加する必要があります。
次は、plan_grp1および子グループ plan_grp9の 2つのグループとユーザー・メンバー jdoe

をロードする、サンプルの Groups.csvファイルです。
#group
id,provider,name,description,internalid
plan_grp1,Native Directory,plan_grp1, ,
plan_grp9,Native Directory,Plan_grp9, ,

#group_children (user members of group)
id,group_id,group_provider,user_id,user_provider
Plan_grp1, , ,jdoe,Native Directory

#group_children (group members of group)
id,group_id,group_provider,user_id,user_provider
plan_grp9,plan_grp1,Native Directory, , ,

ノート
アクセス制御を使用してクラウド環境にグループを作成するには、Groups.csvファイ
ルを使用します。これらのグループを使用して、オンプレミス・アプリケーションに
存在するグループと同様の、アーティファクトへのアクセス制御を再作成します。

Groups.csvを作成するには:

1. オンプレミス・デプロイメントで Shared Service管理者としてログインします。
2. 「ナビゲート」、「管理」、「Shared Services Console」の順に選択します。
3. ビュー・ペインで、「アプリケーション・グループ」、「Foundation」を展開して、 「Shared

Services」を選択します。
4. 「グループ」を右クリックし、「編集用にエクスポート」を選択します。
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5. Groups.csvを選択します。
6. Groups.csvを編集します。

a. テキスト・エディタを使用して、保存した場所から Groups.csvを開きます。
b. 移行するアプリケーションに属しているアーティファクトへのアクセス制御に使用さ
れないグループの情報を削除します。

c. 移行するアプリケーションに属しているアーティファクトへのアクセス制御に使用さ
れる外部グループに関する情報(プロビジョニング・レポートの「継承情報」列を参照)
を追加します。

d. Groups.csvを保存して閉じます。
役割アップロード・ファイルの作成

オンプレミス環境の役割と同等のものが Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementにはありません。また、アイデンティティ・ドメインはグループに対応していな
いので、事前定義済役割に割り当てることができるのはユーザーのみです。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Management以外のサービスでは、4つの役割アップロー
ド・ファイルを事前定義済役割ごとに 1つずつ使用して、役割を各ユーザー・タイプに割り当
てます。Cloud EDMには 2つのアップロード・ファイルのみ必要です。これらのアップロー
ド・ファイルをプロビジョニング・レポート(オンプレミス・ユーザーおよびグループの識別を
参照)を使用して手動で作成して、ユーザーがオンプレミス・アプリケーションで保有するもの
に類似したアクセス権を付与する事前定義済役割を識別する必要があります。オンプレミスか
ら Cloud EPMへの役割マッピングについては、次のトピックを参照してください。
• Planning

• Financial Management
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• Financial Close Management

• Profitability and Cost Managementおよび Enterprise Profitability and Cost Management

• Data Relationship Management

管理者用スタート・ガイドの 1つの役割の多数のユーザーへの割当てを参照してください。
役割アップロード・ファイルを作成するには:

1. テキスト・エディタを使用して CSVファイル(例: power_user_role.csv)を作成し、それを
便利な場所に格納します。ファイルを All Files (*.*)タイプとして保存してください。

2. ファイルを編集します。
a. 「User Login」をファイル・ヘッダーとして入力します。
b. 事前定義済役割を付与する必要があるユーザーごとに電子メール・アドレスを入力し
ます。
たとえば、「パワー・ユーザー」役割を John Doeおよび Jane Doeというユーザーに
割り当てる場合、アップロード・ファイルの内容は次のようになります。
User Login

jane.doe@example.com

john.doe@example.com

3. ファイルを保存して閉じます。
4. この手順を繰り返して、その他の事前定義済役割のアップロード・ファイルを作成します。

サービスへのファイルのアップロード
セキュリティを移行する前に、サービス管理者がオンプレミス・アプリケーションの移行先で
ある Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境に次のファイルをアップ
ロードする必要があります。
• ユーザー・アップロード・ファイル。ユーザー・アップロード・ファイルの作成を参照し
てください

• 役割アップロード・ファイル。役割アップロード・ファイルの作成を参照してください
uploadFile EPM自動化コマンドを使用して、ファイルをアップロードします。
次の手順では、これらのファイルが Oracle/EPM Automate/binフォルダに格納されていること
を前提としています。
EPM自動化の使用方法の詳細は、EPM自動化の操作で次の項を参照してください:

• 「EPM自動化」コマンドの実行について
• 「EPM自動化」の実行
• 「EPM自動化」コマンド
Cloud EPM環境にファイルをアップロードするには:

1. コマンド・プロンプト(Windowsの場合)またはターミナル・ウィンドウ(Linuxの場合)を開
き、「EPM自動化」をインストールしたディレクトリ、通常は C:\Oracle\EPM Automate\bin

フォルダ(Windowsコンピュータの場合)に移動します。
2. 次のようなコマンドを使用し、サービス管理者としてサインインします。

epmautomate login example_admin example_password/password_file example_url
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3. ユーザーと役割のアップロード・ファイルを 1つずつアップロードします。次のコマンド
を使用します。
epmautomate uploadfile FILE_NAME

4. listFilesコマンドを使用して、アップロードしたファイルが Cloud EPM環境で使用できる
ことを確認します。
epmautomate listfiles

5. サインアウトします。
epmautomate logout

Cloud EPMでのステップ
• アイデンティティ・ドメインでのユーザーの作成
• 事前定義役割へのユーザーの割当て
• アクセス制御へのグループのインポート
これらの手順では、「EPM自動化」を使用してタスクを実行します。ツールの使用方法の詳細
は、EPM自動化の操作を参照してください。
• 「EPM自動化」コマンドの実行について
• 「EPM自動化」の実行
• 「EPM自動化」コマンド

アイデンティティ・ドメインでのユーザーの作成
このステップでは、アイデンティティ・ドメイン管理者がユーザー・アップロード・ファイル
を使用して、アイデンティティ・ドメインのユーザーを作成します。
アイデンティティ・ドメインのユーザーを作成するには:

1. コマンド・プロンプト(Windowsの場合)またはターミナル・ウィンドウ(Linuxの場合)を開
き、「EPM自動化」をインストールしたディレクトリ、通常は C:\Oracle\EPM Automate\bin

フォルダ(Windowsコンピュータの場合)に移動します。
2. 次のようなコマンドを使用し、アイデンティティ・ドメイン管理者としてサインインしま
す。
epmautomate login example_domain_admin example_password/password_file
example_url

3. addUsersコマンドを使用して、ユーザー・アップロード・ファイルの情報を使用してアイ
デンティティ・ドメイン・ユーザーを作成します。コマンド形式は次のようになります
epmautomate addUsers file_name.CSV userPassword=ExamplePwd1 resetPassword=true

事前定義役割へのユーザーの割当て
この手順では、アイデンティティ・ドメイン管理者またはサービス管理者が役割アップロード・
ファイルを使用してユーザーを事前定義済役割に割り当てます。ユーザーはアイデンティテ
ィ・ドメインを共有している複数の環境にわたって共通ですが、役割割当ては 1つの環境に固
有です。
ユーザーを事前定義済のアイデンティティ・ドメイン役割に割り当てるには:
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1. コマンド・プロンプト(Windowsの場合)またはターミナル・ウィンドウ(Linuxの場合)を開
き、「EPM自動化」をインストールしたディレクトリ、通常は C:\Oracle\EPM Automate\bin

フォルダ(Windowsコンピュータの場合)に移動します。
2. アイデンティティ・ドメイン管理者、またはユーザーを事前定義済役割に割り当てる環境
のサービス管理者としてサインインします。次のようなコマンドを使用します。
epmautomate login example_admin example_password/password_file example_url
example_identitydomain

3. 役割アップロード・ファイルの情報を使用して、アイデンティティ・ドメイン・ユーザー
を事前定義済役割に割り当てます。次のようなコマンドを使用します。
epmautomate assignRole file_name.CSV role_name

使用可能な役割名は次のとおりです。
• サービス管理者
• パワー・ユーザー(Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementには適用されま
せん)

• ユーザー
• 参照者(Cloud EDMには適用されません)

4. 前の手順を繰り返し、残りの役割アップロード・ファイルに基づいて、ユーザーを事前定
義済役割に割り当てます。

アクセス制御へのグループのインポート
このステップでは、前に作成した Groups.CSVファイルを使用して、サービス管理者がグルー
プをアクセス制御にインポートします。グループ・アップロード・ファイルの作成を参照して
ください。
グループをインポートするには:

1. ブラウザからサービス管理者としてサービスにアクセスします。
2.  (ナビゲータ)、「アクセス制御」の順にクリックします。
3. 「ユーザー・グループ・レポート」をクリックします。
4. 「CSVからインポート」をクリックします。
5. 「ユーザー・グループ割当 CSVのインポート」で「参照」を使用し、Groups.CSVを探して
選択します。

6. 「インポート」をクリックし、「はい」をクリックして確認ダイアログ・ボックスを確認し
ます。
インポート・プロセスが完了すると、処理された割当の合計数およびステータスを示す確
認ダイアログ・ボックスが表示されます。
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ステップ 2: オンプレミス・デプロイメントから Cloud
EPMへのアーティファクトの移行

オンプレミス・アプリケーション・アーティファクトの Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementへの移行は、移行対象のアプリケーションによって異なります。
適切なアプリケーション固有のトピックを使用してオンプレミス環境からアーティファクトを
エクスポートし、移行プロセスを完了します。
• Planningから Planningへの移行
• Financial Consolidation and Closeへの Financial Managementの移行
• Account Reconciliationへの Financial Close Managementの移行
• Profitability and Cost Managementへのオンプレミスの Profitability and Cost Management
の移行

• Enterprise Profitability and Cost Managementへのオンプレミスの管理元帳アプリケーシ
ョンの移行

• Cloud EDMへの Data Relationship Managementの移行

注意
Windowsでは、ピリオド(.)で終わるフォルダ名およびファイル名は許可されません。
オンプレミス環境のアーティファクト名がピリオドで終わる場合(example_Ltd.とい
う名前の Financial Reportingフォルダなど)、アーティファクトを Windowsコンピュ
ータにエクスポートしてエクスポート・アーカイブを作成すると、Cloud EPMへのイ
ンポート中にエラーおよび警告が発生する可能性があります。これは、Windowsオペ
レーティング・システムによってアーティファクト名から終了ピリオドが自動的に削
除されることにより、XML記述子ファイル内のアーティファクト名とアーカイブのコ
ンテンツ内のアーティファクト名で名前の不一致が生じるためです。
回避策: 7-Zipなどのソフトウェアを使用して、アーカイブのアーティファクト名を編
集して終了ピリオドを含めます。

Planningから Planningへの移行
• サポートされている移行パス
• Planningアーティファクトのエクスポート
• エクスポートしたアーティファクトの圧縮と Cloud EPM環境へのアップロード
• Planningアーティファクトのインポート
• 検証とトラブルシューティング
• Essbaseアーティファクトの移行

第 4章
ステップ 2: オンプレミス・デプロイメントから Cloud EPMへのアーティファクトの移行

移行の管理
F28934-22
Copyright © 2015, 2025, Oracle and/or its affiliates.

November 24, 2025
Page 12 of 35



サポートされている移行パス
オンプレミス Planning

クラウドに移行するオンプレミス・インスタンスに、使用可能な最新のパッチが適用されてい
る必要があります。
次のリリースのオンプレミス Planningアプリケーションを Planningに移行できます。
• リリース 11.1.2.3

• リリース 11.1.2.4

• 11.2.xのリリース

ノート
Oracle Essbase 21cを使用するオンプレミス 11.2.x Planningアプリケーションは、
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに移行できません。

リリース 11.1.2.1のオンプレミス Planningアプリケーションの移行に関する情報は、リリース
11.1.2.1のオンプレミス Planningアプリケーションの Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management Planningへの移行を参照してください。このドキュメントは、
https://support.oracle.comの Oracleサポートから入手できます。
Cloud EPM移行パス
オンプレミス Planningアプリケーションを EPM Enterprise Cloud Serviceカスタム・アプリケ
ーションに移行できます。
オンプレミス Planningモジュール・アプリケーション(要員、戦略モデリングなど)は、Cloud
EPMに移行できません。

Planningアーティファクトのエクスポート
Planningアプリケーションをエクスポートする前に、プラン・タイプ名がキューブ名と同じで
あることを確認してください。同じでない場合は、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementの移行された Planningアプリケーションでのアプリケーション間
データ・マップ作成は失敗します。
オンプレミス・デプロイメントからアーティファクトをエクスポートするには :

1. オンプレミス・デプロイメントで Shared Services管理者としてログインします。
このユーザーは、Calculation Manager、Reporting and Analysisおよび移行するアプリ
ケーションの管理者の役割でプロビジョニングする必要があります。

2. 「ナビゲート」、「管理」、「Shared Services Console」の順に選択します。
3. エクスポート中の Planningアプリケーションがルール・エンジンとして Calculation

Managerを使用している場合:

a. 左ペインで、「アプリケーション・グループ」、「Foundation」の順に展開してから、
Calculation Managerアプリケーションを選択します。

b. 右ペインで、「Planning」を展開してから、移行する Planningアプリケーションを選
択します。アプリケーションのすべてのアーティファクト (「構成」、「Essbaseデータ」、
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「グローバル・アーティファクト」、「プラン・タイプ」、「リレーショナル・データ」、
「セキュリティ」)が選択されていることを確認します。

4. 左ペインで、Reporting and Analysisを展開してから、Reporting and Analysisアプリ
ケーションを選択します。

5. 右ペインで、リポジトリ・オブジェクトを展開してから、次の操作を行います。
• Planningアプリケーションに関連付けられたすべての Financial Reportingオブジェク
トを選択します。
スナップショット・レポートとスナップショット・ブックはアプリケーションに関連
付ける必要はありません。

• 任意のサード・パーティのコンテンツ(ドキュメントや HTMLファイルなど)を選択しま
す。

• HRInternalFolderを展開してから次の操作を行います。
– DataSourcesを選択します。
– UserPOVを展開します。
ユーザーとデータ・ソースの組合せごとに UserPOVが存在します。セキュリテ
ィ・モデル移行の一環として移行されたユーザーに対する UserPOVを選択しま
す。
たとえば、オンプレミス環境からセキュリティ・モデルを Planningに移行した後、
Planningで Henryがアクティブなユーザーである場合、アーティファクト名に
Henryを持つ UserPOVをすべて選択します。

6. 「セキュリティ」を選択します。
7. すべての Planningアーティファクトを選択します。

a. 左ペインで、「アプリケーション・グループ」、「Planning」の順に展開します。
b. 右ペインで、すべてのアーティファクトを選択します。

8. 「エクスポート」をクリックします。
9. 「ファイル・システムにエクスポート」で、Oracle Hyperion Foundation Servicesがインス
トールされているコンピュータ上のディレクトリ(デフォルト・ディレクトリは
MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/import_export/admin@native directory)
を入力します。

10.「エクスポート」をクリックします。
移行ステータス・レポートが表示されます。レポートを調べて、すべてのアーティファク
トがエラーなしで移行されていることを確認します。エクスポートに失敗する場合は、報
告されたエラーを修正して再試行します。

エクスポートしたアーティファクトの圧縮と Cloud EPM環境へのアッ
プロード

オンプレミス環境のアーティファクトに Unicode文字が含まれている場合、Unicode文字がフ
ァイル・システムに正しく表示される環境からアーティファクトが圧縮されていることを確認
してください。ファイル・システム内のアーティファクトが文字化けして表示される場合、ア
ーティファクトの Planningへのインポートは失敗します。
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ノート
次のステップはオンプレミスWindows環境に適用されます。他のプラットフォーム
に対しても同様のステップを実行できます。

アーティファクトを圧縮し、ZIPファイルをサービス・インスタンスにアップロードするには:

1. Foundation Servicesがインストールされているコンピュータで、エクスポートしたアーテ
ィファクトが格納されているファイル・システム・フォルダに移動します。
デフォルトのエクスポート先は MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/

import_export/admin@native directoryです。
2. ファイル・システム・フォルダにエクスポートされたフォルダをすべて選択し、7-Zipなど
のサードパーティ製ソフトウェアを使用してコンテンツを圧縮します。
a. エクスポートされたフォルダを右クリックし、7-Zipを選択してから「Add to

Archive」を選択します。
b. 「Add to Archive」で、選択したフォルダを右クリックして次の情報を設定します。

• 「Archive」でアーカイブの名前を OnPremisesApplicationに変更します。
• 「Archive Format」で、「Zip」を選択します。
• 「Parameters」に「cu=on」と入力し、Unicodeパスとファイル名を保持します。

c. 「OK」をクリックします。
3. uploadFile EPM自動化コマンドを使用して、ZIPファイルを Oracle Fusion Cloud

Enterprise Performance Management環境にアップロードします。次のコマンド・シーケ
ンスを使用して、ファイルをアップロードします。
epmautomate login example_admin example_password/password_file example_url

epmautomate uploadfile OnPremisesApplication.ZIP

アップロード・プロセスが完了するのに数分かかることがあります。
移行を使用してアップロードすることもできます。サービスへのアーカイブのアップロー
ドを参照してください。

Planningアーティファクトのインポート
ノート
Planning環境で使用できる Planningアプリケーションは 1つのみです。アーティフ
ァクトをインポートする前に、環境から既存のアプリケーションを削除します。アプ
リケーションの削除の詳細は、Planningの管理のアプリケーションの削除を参照して
ください。

サービス管理者は、次の方法を使用してアーティファクトをインポートできます。
• importSnapshot EPM自動化コマンドを使用します。次のコマンド・シーケンスを使用して
環境にサインインし、スナップショットをインポートします。
epmautomate login example_admin example_password/password_file example_url
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epmautomate importSnapshot OnPremisesApplication

• 「移行」を使用します。
「移行」を使用して環境にアーティファクトをインポートするには :

1. ブラウザから Planning環境にサービス管理者としてサインインします。
2.  (ナビゲータ)、「移行」の順にクリックします。
3. 「スナップショット」をクリックします。
4. アップロードしたスナップショット(OnPremiseApplicationなど)の行で (「アクショ
ン」)をクリックして、「インポート」を選択します。

5. 「インポート」で「OK」をクリックします。
移行ステータス・レポートが表示されます。移行が完了するまでレポートをリフレッシュ
します。

検証とトラブルシューティング
インポート中に移行ステータス・レポートをチェックして、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境へのインポートにエラーが発生していないことを確認します。
エラーが報告された場合は、修正処理を実行してからアーティファクトを再インポートします。
Planningの移行に成功したことを確認するには、Planningで次のチェックを実行します:

• Essbaseデータが正しく移行されていることを確認します。
• Planningデータ・フォームを開いて、ソース環境からのデータ・フォームと比較します。
• ドライバ・データが含まれるデータ・フォームを開いて、ソース環境からのデータ・フォ
ームと比較します。

• ディメンションおよびタスク・リストが移行されていることを確認します。ディメンショ
ンが存在して正しいメンバーを含んでいることを確認します。

• アプリケーションに関連付けられた Financial Reportingレポートを表示できることを確認
します。

Essbaseアーティファクトの移行
オンプレミス Planningアプリケーションにデプロイされている代替変数とルールは、他のアー
ティファクトとともに移行されます。
次のアーティファクトが Oracle Essbaseに直接追加された場合は、それらを Planningに手動
で再作成する必要があります。
• Essbase計算スクリプト。計算スクリプトの移行を参照してください
• Essbaseレポート・スクリプト。レポート・スクリプトの移行を参照してください
• Essbaseデータ・ルール・ファイル。データ・ロード・ルール・ファイルの移行を参照し
てください

これらのアーティファクトは Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに移
行できません。
• Essbaseキューブ間のパーティション定義
• Essbase構成ファイルに指定されているカスタム設定(キューブのキャッシュ設定など)
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• リンクされたレポート・オブジェクト
計算スクリプトの移行

この項は、Oracle Essbaseに直接作成された計算スクリプトがオンプレミス・アプリケーショ
ンで使用されている場合にのみ適用されます。
オンプレミスの Essbaseアプリケーションから計算スクリプトをエクスポートし、Planningで
のビジネス・ルールの作成中にそれを参照として使用します。
Calculation Managerでの設計のビジネス・ルールの作成を参照してください。
オンプレミスの計算スクリプトをビジネス・ルールとして再作成するには:

1. ブラウザから Planning環境にサービス管理者としてサインインします。
2. ナビゲータで、「作成および管理」の下にある「ルール」をクリックします。
「Calculation Manager」が開きます。

3. 「Planning」を展開して、ルールを作成する対象のアプリケーション、キューブの順に選択
します。

4. 「ルール」を右クリックしてから、「新規」を選択します。
5. 「新規ルール」にルール名を入力します(この名前は、ルールとして再作成するスクリプト
の名前と一致する必要があります)。

6. オンプレミス Essbaseスクリプトから、スクリプトの内容をコピーします。
7. スクリプト・エディタにスクリプトの内容を貼り付けます。
8. 「保存」をクリックします。
9. 新規ルールを Planningにデプロイします。

レポート・スクリプトの移行
Oracle Essbaseからデータをエクスポートするには、レポート・スクリプトを使用します。既
存のオンプレミス Essbaseレポート・スクリプトは Oracle Smart View for Officeのスマート・
クエリーに変換でき、これを使用してアドホック・レポートの作成や分析を行うことができま
す。

ノート
詳細は、Oracle Smart View for Officeユーザーズ・ガイドのスマート・クエリーの作
成を参照してください

Essbaseレポート・スクリプトのかわりにスマート・クエリーを作成する場合のステップ概
要:

• レポート・スクリプトの<ROWで参照されているメンバーを、クエリーの行レイアウトに
移行します

• レポート・スクリプトの<COLUMNの下のメンバー選択を、クエリーの列レイアウトに移
行します

• レポート・スクリプトの<PAGEにある POVメンバーを、クエリーで選択します
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• レポート・スクリプト内に抑制オプション(SUPMISSINGROWS、SUPEMPTYROWSな
ど)がある場合は、「詳細設定オプション」メニューの「オプション」を使用してその抑制
オプションを指定します。

• Microsoft Excelで使用可能な SmartViewのデータ・フォーマット、セル・スタイルまたは
セル・フォーマットの各オプションを使用して、レポート・スクリプトのデータ・フォー
マット・オプションを適用します。

データ・ロード・ルール・ファイルの移行
Oracle Essbaseルール・スクリプトを Data Managementのデータ・ロード・マッピングに変
換します。データ統合の管理のファイルベース統合の作成を参照してください。

Financial Consolidation and Closeへの Financial Managementの移行
• サポートされている移行パス
• Financial Managementのメタデータおよびアーティファクトの移行

サポートされている移行パス
Cloud EPM移行アクセラレータを使用して移行プロセスを完了します。
オンプレミス Financial Management

クラウドに移行するオンプレミス・インスタンスに、使用可能な最新のパッチが適用されてい
る必要があります。
次のリリースの Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションを Financial
Consolidation and Closeに移行できます。
• リリース 11.1.2.3

• リリース 11.1.2.4

Cloud EPM

Financial Managementから EPM Standard Cloud Serviceまたは EPM Enterprise Cloud
Service環境にアプリケーションを移行できます。

Financial Managementのメタデータおよびアーティファクトの移行
Cloud EPM移行アクセラレータを使用して、Oracle Hyperion Financial Managementのアーテ
ィファクトとデータを Financial Consolidation and Closeに移行します。このツールとサポー
ト・ドキュメントは、Oracleサポートで入手できます。
Cloud EPM移行アクセラレータとドキュメントをダウンロードするには:

1. ブラウザで Oracleサポートに移動してサインインします。
2. ドキュメント 2420798.1を検索します。検索機能はページの右上隅にあります。
「HFMから Cloud EPMへの移行アクセラレータ(ドキュメント ID 2420798.1)」が表示され
ます。

3. 「ACTIONS」で Cloud EPM移行アクセラレータ(ECMA)リンクをクリックします。
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4. 「パッチの詳細」で「ダウンロード」をクリックします。
5. 「ファイルのダウンロード」で p28352563_111240_Generic.zipをクリックし、これをロ
ーカル・ディレクトリに保存します。

6. 7-Zipなどのサードパーティ製ユーティリティを使用して、
p28352563_111240_Generic.zipのコンテンツを抽出します。

7. p28352563_111240_Generic.zipを抽出したディレクトリ内の「User Documentation」を
開きます。

8. 次のドキュメントの説明を参照して、Financial Managementのメタデータ、データおよび
アーティファクトを移行します。
• Migrating to Cloud EPM from Hyperion Financial Management (HFM).pptx: 移行プロセ
スの概要が示されています。

• Whitepaper - HFM to Cloud EPM - 18 08-V5.docx: 手順を追った移行の説明が記載さ
れています。

• EcmaUserGuide.docx: Cloud EPM移行アクセラレータの使用方法が説明されていま
す。

Account Reconciliationへの Financial Close Managementの移行
• サポートされている移行パス
• Financial Close Managementアーティファクトのエクスポート
• アーティファクトの Account Reconciliationへのアップロード
• アプリケーションの作成
• Account Reconciliationへのアーティファクトのインポート
• 検証とトラブルシューティング

サポートされている移行パス
Account Reconciliationに移行する Oracle Hyperion Financial Close Managementインスタン
スは、リリース 11.1.2.4.250以降であることが必要です。

Financial Close Managementアーティファクトのエクスポート
Oracle Hyperion Financial Close Managementアーティファクトをオンプレミス・デプロイメ
ントからエクスポートするには:

1. オンプレミス・デプロイメントで Shared Services管理者としてログインします。
2. 「ナビゲート」、「管理」、「Shared Services Console」の順に選択します。
3. 左ペインで、「アプリケーション・グループ」、「Financial Close Management」、「Financial

Close Management」の順に展開します。
4. 右側のパネルで「共通」を展開して、次のアーティファクトを選択します。

• カレンダ
• 通貨
• 休日ルール
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• 組織単位
• チーム
• オプションで、Account Reconciliation Managerに固有のレポート・グループ、レポー
ト問合せおよびレポートを選択します。

ノート
MSSQLデータベースを使用しているオンプレミス環境からエクスポートす
る場合、レポート・オブジェクトは含めないでください。クラウド環境で使用
されるのは Oracleデータベースのみであるため、MSSQLのレポートは、
Account Reconciliationでは使用できません。レポート問合せはデータベース
に固有です。

5. ルート・ノードである「Reconciliation Manager」を選択し、その下位にあるものすべて
を選択します。

6. 「エクスポート」をクリックし、エクスポート・ファイルの名前を指定します。
7. エクスポートの完了を待機し、修正が必要なエラーがあるかどうかを確認します。
8. 「ファイル・システム」でエクスポートしたファイルを右クリックし、「ダウンロード」を
選択します。その後、そのファイルをローカルに保存します。
エクスポートされたファイルを含む ZIPアーカイブが作成されます。このスナップショッ
トを次のステップで Account Reconciliationにインポートします。

アーティファクトの Account Reconciliationへのアップロード
前のステップで、Oracle Hyperion Financial Close Managementアーティファクトをエクスポ
ートして、選択した場所にスナップショットを作成しました。このスナップショットを
Account Reconciliationにアップロードします。
uploadFile EPM自動化コマンドを使用して、Account Reconciliation環境にスナップショット
をアップロードします。次のコマンド・シーケンスを使用して、スナップショットをアップロ
ードします。
epmautomate login example_admin example_password/password_file example_url

epmautomate uploadfile SNAPSHOT_NAME

「EPM自動化」を実行したディレクトリにスナップショットがない場合は、必ず完全修飾パス
を指定します。アップロード・プロセスが完了するのに数分かかることがあります。
移行を使用してアップロードすることもできます。サービスへのアーカイブのアップロードを
参照してください。

アプリケーションの作成
Account Reconciliationアプリケーションを作成するには:

1. ブラウザから Account Reconciliation環境にサービス管理者としてサインインします。
2. 「開始」をクリックします。
3.  (新規)をクリックします。
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Account Reconciliationのホーム・ページが開きます。

Account Reconciliationへのアーティファクトのインポート
ノート
インポートする際、Account Reconciliation環境は、データやサンプル・アプリケーシ
ョンがない状態にしておく必要があります。

Account Reconciliation環境にアーティファクトをインポートするには :

1. ブラウザから Account Reconciliation環境にサービス管理者としてサインインします。
2. 「ツール」、「移行」の順にクリックします。
3. 「スナップショット」をクリックします。
前にアップロードしたスナップショット(OnPremiseApplicationなど)が「スナップショッ
ト」に表示されます。インポートするアーティファクト間には相互依存性があるため、イ
ンポートは一連のステップで実行する必要があります。

4. スナップショットを展開してから、アプリケーション・リンクをクリックします。
5. 「共通」ノードを選択し、「インポート」をクリックします。
6. 「インポート」で「OK」をクリックします。
移行ステータス・レポートが表示されます。移行が完了するまでレポートをリフレッシュ
し、レビューします。

7. スナップショットで、「照合マネージャ」の下にあるすべての項目を選択します(ただし、
次を除く)。
• プロファイル
• 照合

8. 「インポート」をクリックします。
9. 「インポート」で「OK」をクリックします。
移行ステータス・レポートが表示されます。移行が完了するまでレポートをリフレッシュ
し、レビューします。

10. スナップショットで、「照合マネージャ」の下にある次の項目を選択します。
• プロファイル
• 照合

11.「インポート」をクリックします。
12.「インポート」で「OK」をクリックします。
移行ステータス・レポートが表示されます。移行が完了するまでレポートをリフレッシュ
し、レビューします。
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検証とトラブルシューティング
インポート中に移行ステータス・レポートをチェックして、Account Reconciliation環境へのイ
ンポートにエラーが発生していないことを確認します。エラーが報告された場合は、修正処理
を実行してからアーティファクトを再インポートします。
インポートが完了したら、Account Reconciliationにサインインし、データが正しく移行された
ことを確認します。
• 期間が正しく設定されていることを確認します。
• 「ワークリスト」または「照合」を使用して特定の期間の照合を表示します。
• 照合をいくつか開き、割当と作業、履歴が正しいことを確認します。
• フォーマット、属性、組織、およびその他のオブジェクトがすべて正しく表示されること
を確認します。

• ユーザーとしてサインインし、照合へのアクセス権が正しいことを確認します。

Profitability and Cost Managementへのオンプレミスの Profitability and
Cost Managementの移行

• サポートされている移行パス
• Profitability and Cost Managementアーティファクトのエクスポート
• Profitability and Cost Managementへのテンプレート・ファイルのアップロード
• Profitability and Cost Managementへのテンプレート・ファイルのインポート

サポートされている移行パス
Profitability and Cost Managementへは、リリース 11.1.2.4.xの Oracle Hyperion Profitability
and Cost Managementインスタンスのみ移行できます。
オンプレミス Profitability and Cost Managementは EPM Enterprise Cloud Service環境にのみ
移行できます。

Profitability and Cost Managementアーティファクトのエクスポート
Profitability and Cost Managementでは管理元帳アプリケーションのみをサポートしています。
オンプレミス環境で、次のいずれかを使用して、Profitability and Cost Managementにアップロ
ードできるテンプレート・ファイルを作成します:

• 管理元帳の標準移行ユーティリティを使用して、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementの標準 Profitabilityアプリケーションのアーティファクトをテンプレート・フ
ァイルにエクスポートします。
手順については、管理元帳の標準移行ユーティリティの使用を参照してください。

• Profitability and Cost Managementの「テンプレートのエクスポート」コマンドを使用し、
Profitability and Cost Managementにインポート可能な形式で管理元帳アプリケーション
のパッケージを作成します。
手順については、「テンプレートのエクスポート」コマンドの使用を参照してください。
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管理元帳の標準移行ユーティリティの使用
管理元帳の標準移行ユーティリティを使用して、詳細 Profitabilityアプリケーションを
Profitability and Cost Management環境に移行する準備を行います。

ノート
このユーティリティは、Oracle Databaseを使用する Oracle Hyperion Profitability and
Cost Managementインストールに対してのみ使用できます。

このユーティリティにより、新しい管理元帳アプリケーションとして Profitability and Cost
Managementにインポート可能なテンプレート ZIPファイルが作成されます。それには標準
Profitabilityアプリケーションのディメンション・メタデータ、視点(POV)定義、およびアプリ
ケーションのプリファレンスが格納されます。また、標準アプリケーションのステージとルー
ルから導出されたプレースホルダ付きの管理元帳ルール・セットとルールも含まれ、移行プロ
セスの実行に手動入力を必要とするフレームワークも用意されています。
管理元帳の標準移行ユーティリティでは、PL/SQLプロシージャを使用して標準 Profitabilityア
プリケーションからサーバー上のファイルに情報を抽出します。PL/SQLプロシージャでは、
最初に Oracle directoryオブジェクトを作成し、このオブジェクトを使用してデータベース・サ
ーバーのオペレーティング・システムにアクセスし、ファイルを書き込む必要があります。次
に、これらのファイルを Microsoft Windowsベースのクライアント・コンピュータにコピーし、
そのコンピュータ上でバッチ(BAT)ファイルを実行してファイルを準備し、管理元帳のテンプレ
ート ZIPファイルにパッケージ化します。最後に、テンプレート・ファイルをクラウド内の新
しい管理元帳アプリケーションにインポートできます。
ステップは次のとおりです。
1. ユーティリティ・ファイルが格納された ZIPファイルから、それらのファイルを抽出しま
す。
P28048630_111240_Generic.zipパッチ・ファイルを開き、sptomlextract.sqlと
sptomltemplate.batの 2ファイルを抽出します
Zipファイル内で、これらは次のフォルダに配置されます:

HPCM_11_1_2_4_128_28048630\files\products\Profitability\database\Common\Oracle

2. Oracle directoryデータベース・オブジェクトを作成して、移行ファイルが書き込まれる
データベース・サーバー上の場所を指定します:

a. Oracle SQL Developerまたは SQL Plusで、create any directory権限を持つユーザ
ーに接続し、次のコマンドを実行します。
create or replace directory EXTRACT_DIR as '<移行ファイルの書込み先のディレクト
リ・パス>';
たとえば、Windowsサーバーの D:\Migration_Extractディレクトリに書き込む場合
は、次のようにします。
create or replace directory EXTRACT_DIR as 'D:\Migration_Extract';

b. 次のようにして、Profitability and Cost Management製品のスキーマ所有者に、そのデ
ィレクトリでのすべての権限を付与します。
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grant all on directory EXTRACT_DIR to <Profitability and Cost Managementの
スキーマ所有者>;

たとえば、Profitability and Cost Managementのスキーマ所有者が HPCM1の場合は、次
のコマンドを使用します。
grant all on directory EXTRACT_DIR to HPCM1;

3. 移行ユーティリティの PL/SQLパッケージを作成するには:

Oracle SQL Developerまたは SQL Plusから、Profitability and Cost Management製品のス
キーマ所有者として sptomlextract.sqlスクリプトを実行します。これにより、
HPM_SP_TO_ML_PKG PL/SQLパッケージの作成とコンパイルが行われます。

4. 移行ユーティリティを実行して、標準 Profitabilityアプリケーションからデータベース・サ
ーバー上のファイルに情報を抽出します。
次のコマンドを Oracle SQL Developerまたは SQL Plusから実行します。
exec HPM_SP_TO_ML_PKG.ExtractAll('<appName>');

たとえば、アプリケーション名"BksSP82"の場合は、次のコマンドを使用します。
exec HPM_SP_TO_ML_PKG.ExtractAll('BksSP82');

ステップ 2で指定したディレクトリに移行ファイルが作成されます。
5. 任意の Microsoft Windowsクライアントまたはサーバーに移行ファイルをコピーします。

Oracle Databaseインスタンスが Microsoft Windowsシステムにインストールされていな
い場合は、生成された移行ファイルを任意のWindowsシステムにコピーします。
sptomltemplate.batファイルもこの場所にコピーします。

6. 管理元帳テンプレートの ZIPファイルを生成します。
Microsoft Windowsコンピュータで、次のコマンドを使用して sptomltemplate.batスクリ
プトを実行し、移行ファイルを準備して管理元帳のテンプレート ZIPファイルにパッケー
ジ化します。
sptomltemplate.bat <移行ファイルのコピー先のディレクトリ・パス>

たとえば、移行ファイルをWindowsサーバーの D:\Migration_Templateにコピーした場合、
コマンドは次のようになります。
sptomltemplate.bat D:\Migration_Template

このステップでは、SPtoML_Template.zipという名前のテンプレート・ファイルが同じフ
ォルダ内に生成されます。

「テンプレートのエクスポート」コマンドの使用
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプリケーションから Profitability and
Cost Managementへの移行には、次のものが含まれます。
• ディメンション。Oracle Hyperion EPM Architectのファイルベースまたは管理対象ディメ
ンション、あるいは Oracle Essbaseキューブ

• ルールとルール・セット
• 問合せとモデル・ビュー
• POV設定
• オプションの入力値、ただし計算済の値は除く
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管理元帳アプリケーション以外のコンテンツは含まれません。たとえば、Financial Reporting
を使用して生成されるレポートは含まれません。
「テンプレートのエクスポート」コマンドを使用してアーティファクトをエクスポートするに
は:

1. オンプレミス・デプロイメントで Profitability and Cost Managementに管理者としてログ
インします。

2. 「アクション」、続いて「テンプレートのエクスポート」をクリックします。
3. 「テンプレートのエクスポート」で、「ファイル名のエクスポート」(例:

OnPremises_ML_templates)を入力し、「入力データを含める」かどうかを指定します。
4. 「OK」をクリックしてエクスポートを開始します。進行状況は、「ジョブ・ライブラリ」で
追跡できます。

Profitability and Cost Managementへのテンプレート・ファイルのアップロ
ード

uploadFile EPM自動化コマンドを使用して、テンプレート(SPtoML_Template.zip)を
Profitability and Cost Management環境にアップロードします。
ファイル・エクスプローラを使用してテンプレートをアップロードおよびインポートすること
もできます。Profitability and Cost Managementの管理のファイル・エクスプローラでのファイ
ルの転送を参照してください。
uploadfileコマンドを使用してファイルをアップロードするには:

1. Profitability and Cost Management環境にサービス管理者としてサインインします。
epmautomate login example_admin example_password/password_file example_url

2. uploadFileコマンドを実行します。
epmautomate uploadfile OnPremises_ML_templates.zip profitinbox

epmautomate uploadfile "D:\Migration_Template\SPtoML_Template.zip" profitinbox

テンプレート・ファイルの場所を識別するには、管理元帳の標準移行ユーティリティの使
用または「テンプレートのエクスポート」コマンドの使用を参照してください。

3. サインアウトします。
epmautomate logout

Profitability and Cost Managementへのテンプレート・ファイルのインポー
ト

Profitabilityアプリケーション・コンソールを使用して、アーカイブ(例: 前のステップでアッ
プロードした OnPremises_ML_templates.zip)からテンプレートをインポートします。
ファイル・エクスプローラを使用してテンプレートをアップロードおよびインポートすること
もできます。Profitability and Cost Managementの管理のファイル・エクスプローラでのファイ
ルの転送を参照してください。
テンプレートをインポートするには:

1. ブラウザから Profitability and Cost Management環境にサービス管理者としてサインイン
します。
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2. 「アプリケーション」をクリックし、もう一度「アプリケーション」をクリックして
Profitabilityアプリケーション・コンソールを開きます

3. 「アプリケーション」で、「 」(作成)をクリックし、「テンプレートのインポート」を選択
します。

4. 「ファイルの選択」をクリックし、「サーバー」をファイルの保存場所として選択します。
ファイル・エクスプローラを使用してテンプレート・アーカイブをアップロードする場合
は、「クライアント」を保存場所に選択します。

5. 参照してテンプレート・アーカイブ(例: OnPremises_ML_templates.zip)を選択します。
6. 「OK」をクリックします。

Enterprise Profitability and Cost Managementへのオンプレミスの管
理元帳アプリケーションの移行

Enterprise Profitability and Cost Managementへは、リリース 11.1.2.4.xの管理元帳アプリケー
ションのみを移行できます。この移行には、次のステップが含まれます:

• Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの「テンプレートのエクスポート」コ
マンドを使用して、Profitability and Cost Managementにインポート可能な形式で管理元帳
アプリケーションをパッケージ化します。手順については、「テンプレートのエクスポー
ト」コマンドの使用を参照してください。

• クラウド移行テンプレートを使用して、前のステップからのパッケージを Profitability and
Cost Managementにアップロードし、Profitability and Cost Managementアプリケーショ
ンを作成します。

• PCMから Enterprise Profitability and Cost Managementへの移行ユーティリティを使用し
て、アプリケーションを Profitability and Cost Managementから Enterprise Profitability and
Cost Managementに移行します。

目的 視聴
Profitability and Cost Managementから
Enterprise Profitability and Cost Management
への移行に関するビデオ・チュートリアルを視聴し
てください

 チュートリアル

Strategic Modelingへの Strategic Financeの移行
オンプレミス Oracle Hyperion Strategic Financeのデータベースおよび連結は、そのままでは
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに移行できません。個々のエンテ
ィティおよびテンプレートを移行する必要があります。その他の Strategic Financeアーティ
ファクト(データ・マップ、エンティティ変更管理など)および仮定の変更管理ドキュメントは、
Strategic Modelingで手動で再作成されます。
• サポートされている移行パス
• 移行のための Strategic Financeモデルおよびテンプレートの準備
• Strategic Modelingへのオフライン・モデルの移行

– ブラウザを使用した Strategic Modelingへのオフライン Strategic Financeモデルの移
行
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– Smart Viewを使用した Strategic Modelingへのオフライン Strategic Financeモデルの
移行

• Strategic Modelingへの Strategic Financeテンプレートのインポート(オプション)

• Strategic Modelingでの移行したモデルおよびテンプレートの有効化
• 連結階層の作成

サポートされている移行パス
Oracle Hyperion Strategic Financeのエンティティおよびテンプレートは、Strategic Finance
リリース 11.1.2.4.002のみから移行できます。
以前のバージョンの Strategic Financeを使用している場合は、エンティティおよびテンプレー
トが Strategic Modelingで使用するために変換可能なファイル形式になるために、オンプレミ
ス・デプロイメントをリリース 11.1.2.4.002にアップグレードします。

移行のための Strategic Financeモデルおよびテンプレートの準備
Oracle Hyperion Strategic Financeの各モデルおよびテンプレートは個別に移行します。
Oracle Smart View for Officeの「オフライン化」機能を使用すると、エンティティおよびテン
プレートを Strategic Modelingに移行可能なローカル ALCファイルとして簡単に保存できま
す。
Strategic Financeでモデルを作成するのに使用したテンプレートのコピーを保持しない場合、
テンプレート・ファイルを Strategic Modelingに移行する必要はありません。
次の手順を使用して、移行するエンティティごとに個別の ALCファイルを作成します。ALC
ファイルは、Strategic Financeがデプロイされているコンピュータの
EPM_ORACLE_HOME\products\hsf\Client\offline \server_hostname\database_nameディレ
クトリ(通常は、Oracle\Middleware

\EPMSystem11R1\products\hsf\Client\offline\server_hostname\database_name)に格納さ
れます。
Smart Viewを使用してモデルおよびテンプレートをオフライン化するには:

1. Smart Viewから、エンティティおよびテンプレートの移行元になる Strategic Financeイン
スタンスに接続します。

2. Smart Viewで、「Strategic Finance」データベース・ノードを右クリックし、「オフライン
化」を選択します。
「オフライン化」ユーティリティが表示されます。

3. 「オフライン化」ユーティリティで、次のステップを完了します:

a. オフライン化するモデルを選択します。
b. 「チェックアウト」チェック・ボックスが選択されていないことを確認します。
c. 「次」をクリックします。
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d. オフライン化されるモデルのリストを確認します。この画面にリストされるモデルお
よびテンプレートは、ALCファイルとして保存されます。

e. 「終了」をクリックします。
 

 

4. プロセスが終了するまでしばらく待ちます。モデルをオフライン化するプロセスが完了と
レポートされたら、「OK」をクリックします。
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Cloud EPMでの Planningモジュール・アプリケーションの作成および戦
略モデリングの有効化

オフライン化した Oracle Hyperion Strategic Financeモデル(ALCファイル)を使用して、
Strategic Modelingにモデルを作成します。
モデルを作成する前に、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementで Planning
モジュール・アプリケーションを作成し、戦略モデリングを有効化する必要があります。
Planningモジュールの管理で次の情報ソースを参照してください:

• アプリケーションの作成
• Strategic Modelingの有効化

Strategic Modelingへのオフライン・モデルの移行
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの画面または Oracle Smart View
for Officeを使用して、オフライン化した Oracle Hyperion Strategic Financeモデルに基づき戦
略モデリング・モデルを作成できます。
モデルを移行するとき、すべてのモデル・アーティファクト (POV、レポートなど)は Strategic
Modelingの新しいモデルに移行されます。
• ブラウザを使用した Strategic Modelingへのオフライン Strategic Financeモデルの移行
• Smart Viewを使用した Strategic Modelingへのオフライン Strategic Financeモデルの移
行

ブラウザを使用した Strategic Modelingへのオフライン Strategic Financeモデルの移
行

Strategic Modelingモデルの作成時に、オフラインの Oracle Hyperion Strategic Financeモデル
をソースとして使用して移行します。
オフライン Strategic Financeモデルを移行するには:

1. サービス管理者として Strategic Modelingにアクセスします。
2. モデルを作成します。手順の詳細は、Planningモジュールの管理の戦略モデリング・モデ
ルの作成を参照してください。
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ノート
モデルを作成するときは、「新規モデルの作成:一般」で次を選択する必要がありま
す:

• 「モデルの作成元」で、「ローカル・ファイル」を選択します。
• 「ファイルの選択」で、以前に準備した Strategic Financeモデル(ALC)ファイ
ルの 1つを選択します。
オフライン化する Strategic Financeモデル・ファイルのデフォルトの場所は、
Strategic Financeがデプロイされているコンピュータの
EPM_ORACLE_HOME\products\hsf\Client

\offline\server_hostname\database_nameディレクトリ(通常は、Oracle
\Middleware\EPMSystem11R1\products\hsf\Client\offline

\server_hostname\database_name)です。
 

 

3. モデルに関するその他の必須設定を入力します。
ソースとして使用される Strategic Financeモデルから時間構造およびソース・モデル・デ
ータを保持できます。ソース・モデル・データを使用しない場合は、別の通貨および通貨
単位を選択できます。同様に、モデルをルート・モデルに配置してモデル階層を作成した
り、「ルートに配置」チェック・ボックスの選択を解除して、このモデルを「親モデル」で
選択した別のモデルの子として追加できます。

4. 「次」をクリックして、残りの画面に進み、追加設定を指定します。「レビュー」で、「モデ
ルの作成」をクリックします。

5. 「OK」をクリックして、プロセスを完了します。
6. 移行するモデルごとに、ステップ 3から 6を繰り返します。
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Smart Viewを使用した Strategic Modelingへのオフライン Strategic Financeモデルの移
行

Oracle Smart View for Officeを使用すると、オフライン Oracle Hyperion Strategic Financeモ
デルをソースとして使用して Strategic Modelingモデルを作成できます。
Strategic Modelingの Smart View拡張機能を使用してオフライン Strategic Financeモデルを
移行するには:

モデルを移行するとき、すべてのモデル・アーティファクト (POV、レポートなど)は Strategic
Modelingの新しいモデルに移行されます。
1. Strategic Financeを使用して、戦略モデリングが有効な Oracle Fusion Cloud Enterprise

Performance Management環境に接続します。
2. 「戦略モデリング」リボンの「Smart View」パネルで、「戦略モデリング」ノードを展開し
ます。

3. 「モデル・ビュー」を右クリックして「新規モデル」を選択します。
4. モデルを作成します。Smart Viewでの戦略モデリングの使用の別のモデルをコピーして
モデルを作成を参照してください。

ノート
モデルを作成するときは、「サーバーに新規モデルを作成」で次を選択する必要が
あります:

「ソース」で、以前に準備した Strategic Financeモデル(ALC)ファイルの 1つを選
択します。
オフライン化する Strategic Financeモデル・ファイルのデフォルトの場所は、
Strategic Financeがデプロイされているコンピュータの
EPM_ORACLE_HOME\products\hsf\Client\offline\server_hostname\database_n

ameディレクトリ(通常は、
Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\products\hsf\Client\offline\server_hos

tname\database_name)です。

ソースとして使用されるオフライン Strategic Financeモデルからソース・モデル・データ
を保持できます。ソース・モデル・データを使用しない場合は、後で別の通貨および通貨
単位を選択できます。同様に、モデルをルート・モデルに配置してモデル階層を作成した
り、「ルートに配置」チェック・ボックスの選択を解除して、このモデルを「親モデル」で
選択した既存のモデルの子として追加できます。
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5. 「OK」をクリックします。
6. 移行するモデルごとに、ステップ 3から 5を繰り返します。

Strategic Modelingへの Strategic Financeテンプレートのインポート(オプ
ション)

Oracle Smart View for Officeを使用して、Oracle Hyperion Strategic Financeテンプレートを
Strategic Modelingにインポートします。このステップは、移行したモデルを作成するのに使用
したテンプレートを保持する場合のみ必要です。

ノート
Strategic Financeモデルをオフライン化すると、モデルの作成に使用されたテンプレ
ート(サーバー上で使用可能な場合)は、Strategic Financeがデプロイされているコンピ
ュータの
EPM_ORACLE_HOME\products\hsf\Client\offline\server_hostname\database_name

ディレクトリ(通常は、
Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\products\hsf\Client\offline\server_hostnam

e\database_name)にコピーされます。テンプレート・ファイルは、ALTファイルとし
て作成されます。
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Smart Viewを使用してテンプレートをインポートするには:

1. Strategic Financeを使用して、戦略モデリングが有効な Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境に接続します。

2. 「戦略モデリング」リボンの「Smart View」パネルで、「戦略モデリング」ノードを展開し
ます

3. 「テンプレート」を右クリックし、「テンプレートのインポート」を選択します。
4. 「ソース・テンプレート」で、インポートするテンプレート・ファイルを選択します。
5. 「テンプレート名」に、Strategic Modelingで一意のテンプレート名を入力します。
6. 「OK」をクリックします。
7. 移行するテンプレートごとに、このプロセスを繰り返します。

Strategic Modelingでの移行したモデルおよびテンプレートの有効化
Strategic Modelingで移行したモデル、そのレポートおよびテンプレートを有効化するプロセス
には、移行したモデルおよびテンプレートからチェック・アウトしてチェック・インする操作
が含まれます。Strategic Modelingの Oracle Smart View for Office拡張機能を使用して、この
プロセスを完了します。
モデルにチェック・アウトおよびチェック・インするには:

1. Smart Viewの Oracle Hyperion Strategic Finance拡張機能を使用して、戦略モデリングが
有効な Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management環境に接続します

2. 「戦略モデリング」リボンの「Smart View」パネルで、「戦略モデリング」ノードを展開し
ます。

3. 次のステップを実行します:

a. モデルからチェック・アウトするには、「モデル・ビュー」ノードを展開します。
b. テンプレートからチェック・アウトするには、「テンプレート」ノードを展開します。

4. チェック・アウトするモデルまたはテンプレートを右クリックし、「開く - チェック・アウ
ト」を選択します。
モデルまたはテンプレートのチェック・アウトされたビューが表示されます。

5. 「戦略モデリング」リボンで、「閉じる」をクリックします
「モデルを閉じる」画面が表示されます。

6. 「モデルを閉じる」で、クローズ・オプションとして「チェックイン」を選択し、「OK」を
クリックします。

7. 有効化するモデルまたはテンプレートごとにステップ 3から 6を繰り返します。

連結階層の作成
Strategic Modelingの連結階層は組織の構造を表します。連結には多数のモデルを含めること
ができるため、モデルのみからのデータは連結したモデルに含まれます。連結によって、変化
する事業部門の状況が、会社の収益にどのような影響を与えるかを判断できるため、事業部門
について、情報に基づいた意思決定を行えます。
手順の詳細は、Planningモジュールの操作の連結の作成および実行を参照してください。
連結階層を作成するには:
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1. サービス管理者として Strategic Modelingにアクセスします。
2. 「連結ビュー」、「追加」の順にクリックします。
3. 連結の名前を入力し、 (OK)をクリックします。
4. 新しい連結の名前をクリックして開きます。
5. (追加)をクリックして、連結に追加できる既存のすべてのモデルをリストします。
6. 連結にモデルをドラッグ・アンド・ドロップします。
7. 完了したら「閉じる」をクリックします。

Cloud EDMへの Data Relationship Managementの移行
データ階層を Oracle Data Relationship Managementから Oracle Fusion Cloud Enterprise
Data Managementに移行してからデータ管理を実行して、クラウド内のエンタープライズ・デ
ータの進行中のメンテナンスを促進します。
Cloud EDMは、最新のクラウドベース・ソリューションであり、俊敏で増分的な、目的にかな
った一意のアプローチを利用して、エンタープライズ全体の個人、チーム、部門およびエンテ
ィティ間でのエンタープライズ・データのきめ細かなデータ共有を促進します。
幅広い移行ステップには次のものが含まれます:

• Data Relationship Management内の各階層のエクスポート・ファイルの作成
• Data Relationship Managementのディメンションでの Cloud EDM内のアプリケーション
の登録

• Data Relationship Managementのエクスポート・ファイルを使用した、Cloud EDMに登録
されているアプリケーションへのディメンションのインポート

• アプリケーション・ビューを使用したエンタープライズ・データ・メンテナンスの開始ま
たはエンタープライズ・データをドメイン別に整理するためのメンテナンス・ビューの作
成

手順の詳細は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementの管理および操作の Data
Relationship Managementから Oracle Enterprise Data Management Cloudへのエンタープラ
イズ・データの移行を参照してください。

FDMEEベースのアプリケーションの移行に関する考
慮事項

次の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionベースのアプリ
ケーションは、オンプレミスから Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
に移行できます:

• Planning

• Oracle Hyperion Profitability and Cost Management

次のアーティファクトは、これらの機能が Cloud EPMでサポートされていないため移行できま
せん:

• イベント・スクリプト、インポート・スクリプト、カスタム・スクリプトなどの任意のタ
イプのスクリプト

• カスタム・レポート
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Planningなどのオンプレミス・アプリケーションと Profitability and Cost Managementでは、
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionを使用したメタデータとデータのロー
ドがサポートされます。Cloud EPMにアプリケーションを移行した後、データを統合するため
の次の 2つのオプションがあります:

• ハイブリッド統合および Cloud EPMへのデータ・ロードを利用して、オンプレミスの
FDMEEデプロイメントの使用を継続します。

• ソース・データ・システムへの直接接続を使用するすべての統合を、Data Managementを
使用したファイルベースの統合に変換します。直接統合をファイルベース統合に変換する
には、次の操作を行う必要があります:

– ソース・システムから区切りデータ・ファイルにデータをエクスポートするカスタム・
データ抽出プロセスを開発します

– データ管理を使用して、区切りデータ・ファイルをマップし、Cloud EPMアプリケー
ションにロードします
データ統合の管理のファイルベース統合の作成を参照してください。
次の「EPM自動化」コマンド・シーケンスを使用して、データ・ファイルのアップロ
ードと統合の実行のプロセスを自動化できます:

epmautomate login example_admin example_password/password_file example_url

epmautomate uploadfile DELIMITED_FILE_NAME.txt inbox/repository

epmautomate rundatarule AccountActual Mar-15 Jun-15 REPLACE STORE_DATA
inbox/AccountActual.dat

epmautomate logout

サンプル・コマンドの使用方法と例は、EPM自動化の操作の uploadFile 「EPM自動
化」コマンドを参照してください。
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A
Cloud EPMへの移行のための役割マッピング

事前定義済のアイデンティティ・ドメイン役割では、複数のオンプレミス役割が統合されます。
適切なレベルのアクセス権が移行後に保持されるようにするには、オンプレミス・アプリケー
ションでユーザーに付与されたアクセス権をすべて含む事前定義済役割を付与します。
役割マッピングについて
たとえば、ユーザー jdoeが次のようなオンプレミス役割を持つと想定します。
• 移行中の Planningアプリケーションの対話型ユーザーの役割
• LCM管理者(Shared Services)

• レポート・デザイナ(Reporting and Analysis)

これらの役割の中で、対話型ユーザーおよびレポート・デザイナが Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementの「パワー・ユーザー」役割にマップされます。ただし、
LCM管理者の役割は「サービス管理者」事前定義済役割にマップされるため、それを jdoeに
割り当てる必要があります。
• Planning

• Financial Management

• Financial Close Management

• Profitability and Cost Managementおよび Enterprise Profitability and Cost Management

• Data Relationship Management

Planning
ユーザーが、次の表にリストされた役割とは異なるオンプレミス Planningの役割を持っている
場合は、そのユーザーを「サービス管理者」事前定義済役割に割り当てる必要があります。

ノート
Reporting and Analysisは、リリース 11.1.2.4.900で Document Repositoryに変更され
ました。
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表 A-1 Planningから Planningへの役割マッピング

ユーザーに以下のオンプレミス役割しかない場合 ユーザーを割り当てる事前定義済のアイデンティ
ティ・ドメイン役割

Planning
• アドホック・グリッド作成者
• 承認所有権割当て者
• 承認スーパーバイザ
• 対話型ユーザー
• タスク・リスト・アクセス・マネージャ
Reporting and Analysis
• コンテンツ・マネージャ
• スケジュール・マネージャ
Document Repository (リリース 11.1.2.4.900の
み)
• 参照者
• レポート・デザイナ・スケジューラ
• セキュリティ管理者
Financial Data Quality Management.
• 統合の作成
• ドリル・スルー
• GL書戻し
• 統合の実行
Essbase Analytic Services 読取り

パワー・ユーザー

Planning
• アド・ホック・ユーザー
• プランナ
Reporting and Analysisコンテンツ・パブリッシ
ャ
Document Repository (リリース 11.1.2.4.900の
み)
• レポート・デザイナ・スケジューラ
• 参照者
Financial Data Quality Management ドリル・
スルー

ユーザー

Planning ユーザーの表示
Reporting and Analysis
• エクスプローラ
• 参照者
Document Repositoryビューア

参照者

Financial Management
Oracle Hyperion Financial Managementのアプリケーション管理者およびシステムのロード役
割を持つユーザーは、「サービス管理者」事前定義済役割に割り当てられる必要があります。

付録 A
Financial Management
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表 A-2 Financial Managementから Financial Consolidation and Closeへの役割マッピング

ユーザーに以下のオンプレミス Financial
Managementの役割しかない場合

ユーザーを割り当てる事前定義済のアイデンティ
ティ・ドメイン役割

内部取引管理
ルール管理者
ルール・デザイナ
仕訳の承認
仕訳の作成
貸借不一致の仕訳の作成
デフォルト
仕訳管理者
仕訳の転記
テンプレートの管理
繰返しの生成
確認監督者
確認者 1から 10
送信者
データのロック
データのロック解除
すべてを連結
連結
データのあるものすべてを連結
配賦の実行
エクイティ・ピック・アップの実行
データ入力フォームの管理
モデルの管理
サーバーでのシステム・レポートの保存
Excelデータのロード
内部取引ユーザー
内部取引照合テンプレート
勘定科目による内部取引の自動照合
IDによる内部取引の自動照合
許容差のある内部取引の自動照合
内部取引の手動照合
内部取引の不一致
内部取引の転記/転記の戻し
Webグリッドでの書戻しの使用可能
データベース管理
出資比率の管理
カスタム・ドキュメントの管理
拡張分析
Excelから書き戻すデータ・フォーム

パワー・ユーザー

付録 A
Financial Management
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表 A-2 (続き) Financial Managementから Financial Consolidation and Closeへの役割マッ
ピング

ユーザーに以下のオンプレミス Financial
Managementの役割しかない場合

ユーザーを割り当てる事前定義済のアイデンティ
ティ・ドメイン役割

連結
すべてを連結
データのあるものすべてを連結
Excelデータのロード
勘定科目による内部取引の自動照合
Webグリッドでの書戻しの使用可能

ユーザー

上級ユーザー
ルール・ビューア
仕訳の読取り
プロセス・コントロールの電子メール・アラートを
受信
内部取引の電子メール・アラートを受信
予約済
データ監査の表示
タスク監査の表示
ダッシュボード・ビューア

参照者

Financial Close Management
ユーザーが、次の表にリストされた役割とは異なるオンプレミス Oracle Hyperion Financial
Close Managementの役割を持っている場合は、そのユーザーを「サービス管理者」事前定義
済役割に割り当てる必要があります。
表 A-3 Financial Close Managementから Account Reconciliationへの役割マッピング

ユーザーに以下のオンプレミス役割しかない場合 ユーザーを割り当てる事前定義済のアイデンティ
ティ・ドメイン役割

Financial Close Management
• Reconciliationパワー・ユーザー
• Reconciliation策定者
• Reconciliationレビュー担当者
• Reconciliationコメント者
• Reconciliation参照者
Reporting and Analysis
• アナリスト
• エクスプローラ
• レポート・デザイナ
• スケジュール・マネージャ
Financial Data Quality Management.
• ドリル・スルー
• 統合の作成
• 統合の実行
• GL書戻し

パワー・ユーザー

付録 A
Financial Close Management
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表 A-3 (続き) Financial Close Managementから Account Reconciliationへの役割マッピン
グ

ユーザーに以下のオンプレミス役割しかない場合 ユーザーを割り当てる事前定義済のアイデンティ
ティ・ドメイン役割

Financial Close Management
• Reconciliation策定者
• Reconciliationレビュー担当者
• Reconciliationコメント者
• Reconciliation参照者
Financial Data Quality Management ドリル・
スルー

ユーザー

Financial Close Management Reconciliation
参照者
Reporting and Analysis
• 参照者
• エクスプローラ
Financial Data Quality Management ドリル・
スルー

参照者

Profitability and Cost Managementおよび Enterprise
Profitability and Cost Management

ユーザーが、次の表にリストされた役割とは異なるオンプレミス Profitability and Cost
Managementの役割を持っている場合は、そのユーザーを「サービス管理者」事前定義済役割
に割り当てる必要があります。

付録 A
Profitability and Cost Managementおよび Enterprise Profitability and Cost Management
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表 A-4 Profitability and Cost Managementから Profitability and Cost Managementへの役
割マッピング

ユーザーに以下のオンプレミス役割しかない場合 ユーザーを割り当てる事前定義済のアイデンティ
ティ・ドメイン役割

Profitability and Cost Managementパワー・ユ
ーザー
Reporting and Analysis
• アナリスト
• エクスプローラ
• レポート・デザイナ
• スケジュール・マネージャ
Document Repository (リリース 11.1.2.4.900の
み)
• 参照者
• レポート・デザイナ・スケジューラ
• セキュリティ管理者
Financial Data Quality Management.
• ドリル・スルー
• 統合の作成
• 統合の実行
• GL書戻し
Essbase Analytic Services役割
• アプリケーションの開始/停止
• データベース・マネージャ

パワー・ユーザー

Profitability and Cost Management 対話型ユ
ーザー
Financial Data Quality Management ドリル・
スルー
Reporting and Analysisコンテンツ・マネージャ
Document Repository役割(リリース
11.1.2.4.900のみ)
• レポート・デザイナ・スケジューラ
• 参照者
Essbase Analytic Servicesフィルタ

ユーザー

Profitability and Cost Management ユーザー
の表示
Document Repository (リリース 11.1.2.4.900の
み): 参照者
Reporting and Analysis:
• 参照者
• エクスプローラ
Essbase Analytic Servicesフィルタ

参照者

Data Relationship Management

これらのオンプレミスの役割は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに
適用できず、事前定義済役割にマップしないでください
• 分析ユーザー

付録 A
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• 匿名ユーザー
• ガバナンス・マネージャ
• ワークフロー・ユーザー
表 A-5 Data Relationship Managementから Cloud EDMへの役割マッピング

ユーザーがこれらの Oracle Data Relationship
Management役割しか持たない場合

ユーザーを割り当てる事前定義済のアイデンティ
ティ・ドメイン役割

• アクセス・マネージャ
• プロビジョニング・マネージャ
• アプリケーション管理者
• LCM管理者

サービス管理者

• データ作成者
• データ・マネージャ
• ガバナンス・ユーザー
• 対話型ユーザー

ユーザー

付録 A
Data Relationship Management

移行の管理
F28934-22
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